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http://www.town.taki.mie.jp 広報たきは多気町のホームページでもご覧いただけます。
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新型コロナウイルス感染症の影響による
休業や失業で、生活資金でお悩みの皆さまへ

一時的な資金の緊急貸付に関するご案内
　各都道府県社会福祉協議会では、低所得世帯等に対して、生活費等の必要
な資金の貸し付け等を行う生活福祉資金貸付制度を実施しております。
　本制度につき、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、貸付の対象世帯
を低所得者世帯以外に拡大し、休業や失業等により生活資金でお悩みの方々
に向けた、緊急小口資金等の特例貸付を実施します。

【休業された方向け】（緊急小口資金）
　緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に、少額の費用の貸付を
行います。

【失業された方等向け】（総合支援資金）
　生活再建までの間に必要な生活費用の貸付を行います。

【相談時に必要なもの】
　給料明細書、源泉徴収票、給与等の振り込み口座の通帳、
勤務シフト表、離職票等
　詳細は、三重県社会福祉協議会ＨＰでもご確認いただけます。

申込・問い合わせ
　多気町社会福祉協議会（多気町四疋田587-1）
　☎（38）8090　ＦＡＸ（38）3910
※感染者、濃厚接触者またはその疑いがある方は、お電話にてご相談く
ださい。

新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があり、
緊急かつ一時的な生活維持のための貸付を必要とする世帯対象者

新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減少や失業等により生活
に困窮し、日常生活の維持が困難となっている世帯対象者
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多気町の
情報発信

新型コロナウイルス感染症拡大防止の情報発信について

　町では、広報紙、回覧、ケーブルテレビ等で情報発信を行っていますが、
町民の皆様に情報が届くまで時間がかかることが課題となっておりまし
た。
　そこで、いち早く情報を届けられる手段として、LINE公式アカウントを開
設させていただきました。
　昨年末から、導入に向けた検討や試験運用を進めており、6月スタートで
きるよう準備を進めてきましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止に関
する情報発信の重要性を鑑み、予定を前倒しして4/14より本運用を開始
する運びとなりました。当面の間、感染症に関する情報をメインで発信して
いくことになりますが、多気町の様々な情報を発信してく手段として充実
を図ってまいりますので、情報取得手段のひとつとして、活用をよろしくお
願いします。

　情報を受け取るには、
無料SNSアプリ「LINE」
のインストール・友達登
録が必要です。
　LINEについての詳細
はLINE株式会社のサイ
トをご 覧ください 。
（https://line.me/ja/）

多気町LINE公式アカウント

◆ＱＲコードをスマホで読取り☞
◆ID検索　＠ｔａｋｉｔｏｗｎ
◆名前検索　三重県多気町

友達登録方法友達登録方法

多気町新型コロナウイルス感染症対策本部（総務課）　☎（38）1111
多気町　企画調整課　（情報発信について）  　　　　 ☎（38）1124

町公式ホームページはこちら☞
https://www.town.taki.mie.jp/

多気町公式ＬＩＮＥ

行政放送
地上デジ123ch

多気町ホームページ

視聴方法
①リモコンボタン１２を選択
②チャンネルボタンの上を１回押す

ホームページが更新された際など、
情報をメッセージで配信します。

1

2

3

文字放送

◀多気町
　ホームページ

※ケーブルテレビサービスへの加入が
　必要です。
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令和2年度多気町各種がん検診等について

　多気町各種がん検診・結核健診・骨粗しょう症予防検診・肝炎ウィルス検診は、例年、期間を5月～
11月まで(乳・子宮頸がんは翌年2月末まで)とし、4月末に受診券を送付し実施しています。令和2年
度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、各種がん検診等の開始時期と受診券の送付を延期
します。
　また、広報4月号に掲載した5・6月の集団胸部レントゲン検診（肺がん検診・結核健診）
と大腸がん検診および、例年実施している７月の集団健診は中止します。
　なお、今後については、新型コロナウイルス感染症の状況を確認しながら開始時期を決定し、決定
の際に受診券を送付します。検診の開始については、広報「たき」、ホームページ、公式LINE等でご案
内させていただきます。

　多気町各種がん検診等の受診を予定されていた皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協
力をお願いします。

問い合わせ：健康福祉課　健康増進係　☎（38）1114

　新型コロナウイルスの感染が拡大する現在でも、毎日約13,000人の献血協力が必要です。
尊い命を救うために、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
　この度の新型コロナウイルス感染拡大を受け、イベントの中止や延期のほか、企業の在宅勤
務などの感染防止措置が強化され、予定していた献血会場の実施が困
難な状況となっています。
　今後もこの広がりが見込まれ、献血協力者が減少することで、血液製
剤の在庫量を安定的に維持することが困難になることが危惧されます
ので、皆様の献血へのご協力を心よりお願い申し上げます。
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★「三密」を避けましょう。
～ 新型コロナウィルス感染症拡大防止にむけて ～

換気の悪い「密閉空間」
間近で会話や発声をする「密接場面」
多数が集まる「密集場面」

★発熱等の症状が見られる時は、学校や会社を休みましょう。受診する場合は、
　医療機関を直接受診せずに必ず事前に電話でかかりつけ医に相談してください。

  9:00～21:00／☎0598-50-0531
21:00～  9:00／☎059-229-1199

みなさまのご協力よろしくお願いいたします。

新型コロナウィルス感染症を疑う場合、ご心配を感じた場合は、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
感
染
症
対
策
の
基
本
は
、

「
手
洗
い
」や「
マ
ス
ク
の
着
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む
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」で
す
。

感染症対策へのご協力を
おねがいします。

帰国者・接触者
相談センター

ご相談
ください。

献
血
車
に
よ
る
献
血
の
お
願
い

献血のご協力をお願いします。
～安全安心な献血会場の運営に取り組んでいます～
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21:00～  9:00／☎059-229-1199

みなさまのご協力よろしくお願いいたします。

新型コロナウィルス感染症を疑う場合、ご心配を感じた場合は、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
感
染
症
対
策
の
基
本
は
、

「
手
洗
い
」や「
マ
ス
ク
の
着
用
を
含
む
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」で
す
。

感染症対策へのご協力を
おねがいします。

帰国者・接触者
相談センター

ご相談
ください。

献
血
車
に
よ
る
献
血
の
お
願
い

献血のご協力をお願いします。
～安全安心な献血会場の運営に取り組んでいます～

広報たき 2020.2 Vol.170 広報たき 2020.2 Vol.170



6広報たき 令和 2 年 5 月号（Vol.173）

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ まちからのお知らせ

○対 象 者

○対　　象

○助 成 額 

○助成回数

○受付期間 

○手 続 き

○決定方法

○抽選日時

〇そ の 他

多気町内に住所を有し18歳を超えている方

令和2年7月1日から令和2年11月30日までの間に、シャープ㈱製の家庭用電化
製品を町内の小売店または量販店から購入し、合計金額が10,000円を
超える場合

①オーディオビジュアル機器  ②空調家電  ③LED照明
④生活家電  ⑤キッチン家電  ⑥携帯電話・スマートフォン
⑦電話・ファクシミリ  ⑧電子辞書・モバイル
※購入者が同じであれば購入先、購入日が複数でも合計金額に含めます。

合計金額の20%(100円未満切り捨て)
※工事費など、本体価格以外の費用は助成の対象外です。
※助成限度額は50,000円とします。

助成対象者(購入者) 1人につき、1年度1回
令和2年7月1日(水)～令和2年12月2日(水)
午前8時30分～午後5時15分　※土日祝日を除きます。

申請書・請求書に下記の必要書類を添えて、受付期間内に企画調整課または勢和振
興事務所へ提出して下さい。
(申請書、請求書には押印と振込先口座の記入が必要です)

【必要書類】
本体価格・購入者・購入日付・購入先・型式品番のわかる書類(領収書等の原本)

受付期間内に申請された方の中から、予算の範囲内で抽選により決定します。

令和2年12月7日(月) 午後2時～  多気町役場
※抽選は公開しますので、ご覧になりたい方は当日お越しください(事前申込不要)

当選者の発表は、支払通知書(はがき)の発送をもって代えさせていただきます(令和
2年12月下旬発送予定)。

シャープ(株)製電化製品の購入補助
募集のお知らせ

 シャープ製電化製品を購入された方への購入補助について、
今年度の募集を行います。助成内容は次のとおりです。

問い合わせ　　企画調整課  ☎(38)1124

広報たき 2020.2 Vol.170

　薬
草
の
活
用
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
観
光
施
設
の
元

丈
の
館
で
は
、松
阪
市
在
住
の
森
上
綺
羅
さ
ん（
12
）が
自
由
研
究
で
作
成

し
た
野
草
に
関
す
る
資
料
の
寄
付
を
受
け
、館
内
で
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
野
草
を
食
べ
て
み
た
感
想
等
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、薬
草
の
効
能

や
活
用
方
法
を
き
れ
い
に
ま
と
め
ら
れ
た
パ
ネ
ル
な
ど
は
訪
れ
た
方
の
薬

草
へ
の
理
解
に
貴
重
な
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。大
切
な
研
究
資
料
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
対
し
て
町
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。今

後
薬
草
ラ
イ
フ
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
と
し
て
多
気
町
と
協

働
で
の
様
々
な
取
り
組
み

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

まちの
町内のイベントや出来事を紹介します

TOPICS O F TAK I TOWN

　こ
の
事
業
は
、医
療
機
関
へ
の
通
院
時
に
、自
家
用
車
及

び
一
般
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
著
し
く
困

難
な
高
齢
者
等
に
対
し
、町
が
所
有
す
る
福
祉
車
両（
リ
フ

ト
付
き
）に
よ
る
移
動
手
段
を
提
供
し
、高
齢
者
等
の
居
宅

か
ら
医
療
機
関
ま
で
の
間
を
無
償
で
移
送
す
る
こ
と
に
よ

り
、高
齢
者
等
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
の
制
度
で
、現
在

88
名
の
利
用
登
録
者
を
10
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
転
手
の
方

に
送
迎
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　意
見
交
換
会
で
は
、運
行
状
況
の
報
告
や
今
後
の
課
題
等

に
つ
い
て
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　町
で
は
こ
の
活
動
を
維
持
推
進
す
る
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
転
手
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
健
康
福
祉
課

福
祉
係（
☎
3
8-

1
1
1
4
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

野
草
研
究
の
森
上
さ
ん
へ
感
謝
状

01

多
気
町
高
齢
者
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
転
手
意
見
交
換
会

03

小
中
学
校
入
学
式

04

　上
出
江
の
北
側
で
下
出
江
と
松
阪
市

茅
原
の
3
地
区
の
境
界
に
、標
高

2
6
6
m（
三
角
点
あ
り
）の
ひ
よ
ど
り

城
と
呼
ば
れ
る
山
が
あ
り
ま
す
。今
か
ら

4
4
0
年
前
の
戦
国
時
代
に
、五
箇
篠
山

城
の
砦
と
し
て
築
か
れ
た
城
跡
で
す
。こ

の「
ひ
よ
ど
り
城
址
」に
つ
な
が
る
登
山

道
を
上
出
江
の
有
志
の
み
な
さ
ん
で
整

備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。4
月
5
日

（
日
）に
は
参
加
者
12
名
が
散
策
を
楽
し

ま
れ
、登
り
下
り
約
2
時
間
の
小
さ
な
山

旅
で
し
た
が
、小
学
生
の
参
加
者
か
ら
は

「
ま
た
来
た
い
！
」「
今
度
は
パ
パ
と
く

る
！
」と
元
気
な
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

上
出
江
の
名
所「
ひ
よ
ど
り
城
址
」へ

02

　4
月
7
日
に
町
内
各
小
中
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
新
一
年
生
が

誕
生
し
ま
し
た
。穏
や
か
な
天
気

で
保
護
者
や
教
職
員
が
見
守
る

中
、式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

52
14
11
10
29
116
48
153
201

相　可
佐　奈
津　田
外城田
勢　和
計
勢　和
多　気
計

小
学
校

中
学
校

広報たき 2020.5 Vol.173

令
和
２
年
度
　
小
中
学
校
入
学
児
童
生
徒
数

6広報たき 令和 2 年 5 月号（Vol.173）



7 広報たき 令和 2 年 5 月号（Vol.173）

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ まちからのお知らせ

○対 象 者

○対　　象

○助 成 額 

○助成回数

○受付期間 

○手 続 き

○決定方法

○抽選日時

〇そ の 他

多気町内に住所を有し18歳を超えている方

令和2年7月1日から令和2年11月30日までの間に、シャープ㈱製の家庭用電化
製品を町内の小売店または量販店から購入し、合計金額が10,000円を
超える場合

①オーディオビジュアル機器  ②空調家電  ③LED照明
④生活家電  ⑤キッチン家電  ⑥携帯電話・スマートフォン
⑦電話・ファクシミリ  ⑧電子辞書・モバイル
※購入者が同じであれば購入先、購入日が複数でも合計金額に含めます。

合計金額の20%(100円未満切り捨て)
※工事費など、本体価格以外の費用は助成の対象外です。
※助成限度額は50,000円とします。

助成対象者(購入者) 1人につき、1年度1回
令和2年7月1日(水)～令和2年12月2日(水)
午前8時30分～午後5時15分　※土日祝日を除きます。

申請書・請求書に下記の必要書類を添えて、受付期間内に企画調整課または勢和振
興事務所へ提出して下さい。
(申請書、請求書には押印と振込先口座の記入が必要です)

【必要書類】
本体価格・購入者・購入日付・購入先・型式品番のわかる書類(領収書等の原本)

受付期間内に申請された方の中から、予算の範囲内で抽選により決定します。

令和2年12月7日(月) 午後2時～  多気町役場
※抽選は公開しますので、ご覧になりたい方は当日お越しください(事前申込不要)

当選者の発表は、支払通知書(はがき)の発送をもって代えさせていただきます(令和
2年12月下旬発送予定)。

シャープ(株)製電化製品の購入補助
募集のお知らせ

 シャープ製電化製品を購入された方への購入補助について、
今年度の募集を行います。助成内容は次のとおりです。

問い合わせ　　企画調整課  ☎(38)1124

広報たき 2020.2 Vol.170

　薬
草
の
活
用
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
観
光
施
設
の
元

丈
の
館
で
は
、松
阪
市
在
住
の
森
上
綺
羅
さ
ん（
12
）が
自
由
研
究
で
作
成

し
た
野
草
に
関
す
る
資
料
の
寄
付
を
受
け
、館
内
で
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
野
草
を
食
べ
て
み
た
感
想
等
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、薬
草
の
効
能

や
活
用
方
法
を
き
れ
い
に
ま
と
め
ら
れ
た
パ
ネ
ル
な
ど
は
訪
れ
た
方
の
薬

草
へ
の
理
解
に
貴
重
な
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。大
切
な
研
究
資
料
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
対
し
て
町
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。今

後
薬
草
ラ
イ
フ
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
と
し
て
多
気
町
と
協

働
で
の
様
々
な
取
り
組
み

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

まちの
町内のイベントや出来事を紹介します

TOPICS O F TAK I TOWN

　こ
の
事
業
は
、医
療
機
関
へ
の
通
院
時
に
、自
家
用
車
及

び
一
般
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
著
し
く
困

難
な
高
齢
者
等
に
対
し
、町
が
所
有
す
る
福
祉
車
両（
リ
フ

ト
付
き
）に
よ
る
移
動
手
段
を
提
供
し
、高
齢
者
等
の
居
宅

か
ら
医
療
機
関
ま
で
の
間
を
無
償
で
移
送
す
る
こ
と
に
よ

り
、高
齢
者
等
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
の
制
度
で
、現
在

88
名
の
利
用
登
録
者
を
10
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
転
手
の
方

に
送
迎
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　意
見
交
換
会
で
は
、運
行
状
況
の
報
告
や
今
後
の
課
題
等

に
つ
い
て
熱
心
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　町
で
は
こ
の
活
動
を
維
持
推
進
す
る
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
転
手
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
健
康
福
祉
課

福
祉
係（
☎
3
8-

1
1
1
4
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

野
草
研
究
の
森
上
さ
ん
へ
感
謝
状

01

多
気
町
高
齢
者
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
転
手
意
見
交
換
会

03

小
中
学
校
入
学
式

04

　上
出
江
の
北
側
で
下
出
江
と
松
阪
市

茅
原
の
3
地
区
の
境
界
に
、標
高

2
6
6
m（
三
角
点
あ
り
）の
ひ
よ
ど
り

城
と
呼
ば
れ
る
山
が
あ
り
ま
す
。今
か
ら

4
4
0
年
前
の
戦
国
時
代
に
、五
箇
篠
山

城
の
砦
と
し
て
築
か
れ
た
城
跡
で
す
。こ

の「
ひ
よ
ど
り
城
址
」に
つ
な
が
る
登
山

道
を
上
出
江
の
有
志
の
み
な
さ
ん
で
整

備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。4
月
5
日

（
日
）に
は
参
加
者
12
名
が
散
策
を
楽
し

ま
れ
、登
り
下
り
約
2
時
間
の
小
さ
な
山

旅
で
し
た
が
、小
学
生
の
参
加
者
か
ら
は

「
ま
た
来
た
い
！
」「
今
度
は
パ
パ
と
く

る
！
」と
元
気
な
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

上
出
江
の
名
所「
ひ
よ
ど
り
城
址
」へ

02

　4
月
7
日
に
町
内
各
小
中
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
新
一
年
生
が

誕
生
し
ま
し
た
。穏
や
か
な
天
気

で
保
護
者
や
教
職
員
が
見
守
る

中
、式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

52
14
11
10
29
116
48
153
201

相　可
佐　奈
津　田
外城田
勢　和
計
勢　和
多　気
計

小
学
校

中
学
校

広報たき 2020.5 Vol.173

令
和
２
年
度
　
小
中
学
校
入
学
児
童
生
徒
数



8広報たき 令和 2 年 5 月号（Vol.173）

　毎
年
5
月
30
日（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）か

ら
6
月
5
日（
環
境
の
日
）ま
で
の
1
週

間
は「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー

ク
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
、不
法

投
棄
を
す
る
と「
5
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は一
千
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
併
科

（
法
人
の
場
合
は
3
億
円
以
下
の
罰
金
）」

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
は
、投
棄

者
に
処
理
さ
せ
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

投
棄
者
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、不
法
投

棄
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者（
管
理
者
）が

自
ら
の
責
任
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
た
り
、こ
ま
め
に
草

刈
り
を
行
い
見
通
し
を
よ
く
す
る
な
ど

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　松
阪
市・多
気
町・明
和
町・大
台
町
の

1
市
3
町
で
は「
松
阪
地
域
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」の
中
で
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
、不
法
投
棄
の
未
然
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。不
法
投
棄
さ
れ
た

も
の
、不
法
投
棄
し
て
い
る
人
、不
法
投

棄
を
し
そ
う
な
人
を
発
見
さ
れ
た
場
合

は
、情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
阪
市
役
所  

清
掃
事
業
課 

☎
0
5
9
8（
5
3
）4
4
7
0

多
気
町
役
場  

町
民
環
境
課

☎
0
5
9
8（
3
8
）1
1
1
3

明
和
町
役
場  

生
活
環
境
課

☎
0
5
9
6（
5
2
）7
1
1
7

大
台
町
役
場  

生
活
環
境
課

☎
0
5
9
8（
8
2
）3
7
8
7

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

不
法
投
棄
を
し
な
い
・

　

  

さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
！

5
月
30
日
か
ら
6
月
5
日
ま
で
は

全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
で
す
。

令和２年「初心者狩猟免許取得講習会」の開催について令和２年「初心者狩猟免許取得講習会」の開催について

町では、狩猟免許の取得にかかる費
用について一部補助がありますので、
新たに免許を取得される方はぜひご
活用ください。
詳しくは、農林商工課までお問い合わ
せください。

○受講料（テキスト代含む）

○申込先
三重県猟友会事務局

（津市桜橋一丁目104番地）

○お問い合わせ先
三重県猟友会事務局　☎ 059 (228) 0923
農林商工課　　　　　☎ 　　 ( 38 ) 1117

初心者・一部免除者
 （三重県猟友会員でない方）
三重県猟友会員の方

1種類のみ
2種類以上

13,000円
16,000円
5,000円

第1回 6月20日（土）
9時より受付開始 50名 6月5日（金）

メッセウイング・みえ
2階　大研修室

（津市北河路町19-1）

第2回 7月12日（日）
9時より受付開始 80名 6月26日（金）

メッセウイング・みえ
２階　大研修室

（津市北河路町19-1）

開催日時 定　員 申込期限 会　場

※申込受付は、先着順で定員に到達した時点で受付締切となります。
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まちからのお知らせ

国民健康保険特定健診・後期高齢者健診が今年も7月から始まります。
6月末ごろに受診券を送付しますが6ヵ月以上の長期入院の方で、受診券が不要な方は、5月31日まで
に健康福祉課（☎38-1114）へお申出ください。

40歳以上の　「国民健康保険」および「後期高齢者保険」ご加入の方へ

【
多
気
町
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
に
つ
い
て
】

　
こ
の
事
業
は
、三
重
県
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
の
上
乗
せ
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。原
則
三
重
県
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
申
請
と
合

わ
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
治
療

●
特
定
不
妊
治
療（
体
外
受
精・顕
微

授
精
）で
採
卵
に
至
っ
た
も
の
。

▼
対
象
者

　
左
記
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
方
法
で

は
、妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か
極
め

て
少
な
い
と
、医
師
に
診
断
さ
れ
た

法
律
上
の
夫
婦
。

●
夫
婦
双
方
ま
た
は
一
方
が
多
気
町

に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

●
夫
婦
の
前
年
の
所
得
の
合
計
が

７
３
０
万
未
満
の
方
。

●
指
定
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た

も
の
。

▼
助
成
回
数

　
　
初
回
の
助
成
の
対
象
と
な
っ
た

治
療
期
間
の
初
日
に
お
け
る
妻
の

年
齢
に
よ
り
助
成
回
数
が
以
下
の

と
お
り
異
な
り
ま
す
。

●
平
成
26
年
度
以
降
に
新
規
に「
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」に
よ

る
助
成
を
受
け
た
方
。

●
夫
婦
か
ら
出
生
し
た
実
子
が
１
人

以
上
い
る
こ
と
。

●
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
対
象
と

な
る
治
療
期
間
の
初
日
に
お
い

て
、妻
の
年
齢
が
４３
歳
未
満
で
あ

る
こ
と
。

▼
助
成
回
数

　
　「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」

の
初
回
助
成
の
対
象
と
な
っ
た
治

療
期
間
初
日
に
お
け
る
妻
の
年
齢

に
よ
り
助
成
回
数
が
左
記
の
と
お

り
異
な
り
ま
す
。

●
４０
歳
未
満
の
場
合
は
、２
回
ま
で
。

●
４０
歳
以
上
４３
歳
未
満
の
場
合
は
、

５
回
ま
で
。

　（「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
」の
助
成
回
数
と
通
算
し
て
８
回

ま
で
と
な
り
ま
す
。）

▼
助
成
金
額

　
　
治
療
内
容
に
よ
り
、助
成
額
が

異
な
り
ま
す
。

●
１
回
の
治
療
に
つ
き
、１５
万
円
ま
た

は
７
万
５
千
円
を
上
限
に
助
成
を

行
い
ま
す
。　
　

【
多
気
町
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

に
つ
い
て
】

▼
対
象
と
な
る
治
療

●
医
療
機
関
に
お
い
て
夫
婦
が
受

け
た
不
育
症
の
治
療
等
に
係
る

医
療
費
。

　
　
た
だ
し
、医
療
保
険
各
法
の
規

定
に
基
づ
く
保
険
給
付
が
適
応

●
４０
歳
未
満
の
場
合
は
、４３
歳
に
な

る
ま
で
に
通
算
６
回
ま
で
。

●
４０
歳
以
上
４３
歳
未
満
の
場
合
は
、

通
算
３
回
ま
で
。

●
４３
歳
以
上
の
場
合
は
、助
成
対
象
外
。

▼
助
成
金
額

●
１
回
の
治
療
に
つ
き
、１０
万
円
を
上

限
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、一定
期
間

治
療
を
延
期
し
た
場
合
、時
限
的

に
年
齢
要
件
を
緩
和
し
ま
す
。詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
多
気
町
第
２
子
以
降
の
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
】

▼
対
象
と
な
る
治
療

●
上
記
の「
多
気
町
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
」と
同
じ
。

▼
対
象
者

　
　
上
記
の「
多
気
町
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
」の
対
象
者
要
件

に
加
え
て
、以
下
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

●「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」の

助
成
を
上
限
回
数
ま
で
受
け
た
方
。

さ
れ
る
費
用
、入
院
時
の
差
額

ベ
ッ
ド
代
、食
事
代
、文
書
料
、処

方
箋
に
よ
ら
な
い
医
薬
品
等
の

費
用
、他
の
地
方
公
共
団
体
で
補

助
さ
れ
て
い
た
期
間
に
係
る
治
療

費
用
は
除
く
。

▼
対
象
者

　
左
記
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
法
律
上
の
夫
婦
。

●
夫
婦
双
方
ま
た
は
一
方
が
多
気
町

に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

●
医
療
機
関
が
実
施
す
る
不
育
症
治

療
等
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

●
医
療
支
援
給
付
対
象
外
の
治
療
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

▼
助
成
回
数
、助
成
期
間

●
1
夫
婦
に
つ
き
1
年
度
1
回
限
り

と
す
る
。

●
助
成
の
対
象
と
す
る
期
間
は
、不

育
症
治
療
等
を
開
始
し
た
日
か
ら

出
産（
流
産
、死
産
等
を
含
む
。）に

伴
い
、治
療
が
終
了
す
る
日
ま
で

と
す
る（
以
下
1
治
療
期
間
と
い

う
。）。

▼
助
成
金
額

●
1
治
療
期
間
に
お
け
る
助
成
対
象

費
用
に
対
し
、１０
万
円
を
上
限
に

助
成
を
行
い
ま
す
。

多
気
町
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
・

多
気
町
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業
の
ご
案
内

　多
気
町
で
は
、特
定
不
妊
治
療
及
び
不
育
症
治
療
を
受
け
た
夫

婦
に
対
し
て
、経
済
的
負
担
の
軽
減
と
少
子
化
対
策
に
寄
与
す
る
た

め
、当
該
治
療
等
に
要
す
る
費
用
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お問い合わせ
健康福祉課 健康増進係
☎（38）1114
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　毎
年
5
月
30
日（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）か

ら
6
月
5
日（
環
境
の
日
）ま
で
の
1
週

間
は「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー

ク
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
、不
法

投
棄
を
す
る
と「
5
年
以
下
の
懲
役
若
し

く
は一
千
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
併
科

（
法
人
の
場
合
は
3
億
円
以
下
の
罰
金
）」

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
は
、投
棄

者
に
処
理
さ
せ
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

投
棄
者
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、不
法
投

棄
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者（
管
理
者
）が

自
ら
の
責
任
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
た
り
、こ
ま
め
に
草

刈
り
を
行
い
見
通
し
を
よ
く
す
る
な
ど

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　松
阪
市・多
気
町・明
和
町・大
台
町
の

1
市
3
町
で
は「
松
阪
地
域
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」の
中
で
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
、不
法
投
棄
の
未
然
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。不
法
投
棄
さ
れ
た

も
の
、不
法
投
棄
し
て
い
る
人
、不
法
投

棄
を
し
そ
う
な
人
を
発
見
さ
れ
た
場
合

は
、情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
阪
市
役
所  

清
掃
事
業
課 

☎
0
5
9
8（
5
3
）4
4
7
0

多
気
町
役
場  

町
民
環
境
課

☎
0
5
9
8（
3
8
）1
1
1
3

明
和
町
役
場  

生
活
環
境
課

☎
0
5
9
6（
5
2
）7
1
1
7

大
台
町
役
場  

生
活
環
境
課

☎
0
5
9
8（
8
2
）3
7
8
7

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

不
法
投
棄
を
し
な
い
・

　

  
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
！

5
月
30
日
か
ら
6
月
5
日
ま
で
は

全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
で
す
。

令和２年「初心者狩猟免許取得講習会」の開催について令和２年「初心者狩猟免許取得講習会」の開催について

町では、狩猟免許の取得にかかる費
用について一部補助がありますので、
新たに免許を取得される方はぜひご
活用ください。
詳しくは、農林商工課までお問い合わ
せください。

○受講料（テキスト代含む）

○申込先
三重県猟友会事務局

（津市桜橋一丁目104番地）

○お問い合わせ先
三重県猟友会事務局　☎ 059 (228) 0923
農林商工課　　　　　☎ 　　 ( 38 ) 1117

初心者・一部免除者
 （三重県猟友会員でない方）
三重県猟友会員の方

1種類のみ
2種類以上

13,000円
16,000円
5,000円

第1回 6月20日（土）
9時より受付開始 50名 6月5日（金）

メッセウイング・みえ
2階　大研修室

（津市北河路町19-1）

第2回 7月12日（日）
9時より受付開始 80名 6月26日（金）

メッセウイング・みえ
２階　大研修室

（津市北河路町19-1）

開催日時 定　員 申込期限 会　場

※申込受付は、先着順で定員に到達した時点で受付締切となります。
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まちからのお知らせ

国民健康保険特定健診・後期高齢者健診が今年も7月から始まります。
6月末ごろに受診券を送付しますが6ヵ月以上の長期入院の方で、受診券が不要な方は、5月31日まで
に健康福祉課（☎38-1114）へお申出ください。

40歳以上の　「国民健康保険」および「後期高齢者保険」ご加入の方へ

【
多
気
町
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
に
つ
い
て
】

　
こ
の
事
業
は
、三
重
県
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
の
上
乗
せ
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。原
則
三
重
県
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
申
請
と
合

わ
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
治
療

●
特
定
不
妊
治
療（
体
外
受
精・顕
微

授
精
）で
採
卵
に
至
っ
た
も
の
。

▼
対
象
者

　
左
記
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
方
法
で

は
、妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か
極
め

て
少
な
い
と
、医
師
に
診
断
さ
れ
た

法
律
上
の
夫
婦
。

●
夫
婦
双
方
ま
た
は
一
方
が
多
気
町

に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

●
夫
婦
の
前
年
の
所
得
の
合
計
が

７
３
０
万
未
満
の
方
。

●
指
定
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た

も
の
。

▼
助
成
回
数

　
　
初
回
の
助
成
の
対
象
と
な
っ
た

治
療
期
間
の
初
日
に
お
け
る
妻
の

年
齢
に
よ
り
助
成
回
数
が
以
下
の

と
お
り
異
な
り
ま
す
。

●
平
成
26
年
度
以
降
に
新
規
に「
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」に
よ

る
助
成
を
受
け
た
方
。

●
夫
婦
か
ら
出
生
し
た
実
子
が
１
人

以
上
い
る
こ
と
。

●
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
対
象
と

な
る
治
療
期
間
の
初
日
に
お
い

て
、妻
の
年
齢
が
４３
歳
未
満
で
あ

る
こ
と
。

▼
助
成
回
数

　
　「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」

の
初
回
助
成
の
対
象
と
な
っ
た
治

療
期
間
初
日
に
お
け
る
妻
の
年
齢

に
よ
り
助
成
回
数
が
左
記
の
と
お

り
異
な
り
ま
す
。

●
４０
歳
未
満
の
場
合
は
、２
回
ま
で
。

●
４０
歳
以
上
４３
歳
未
満
の
場
合
は
、

５
回
ま
で
。

　（「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
」の
助
成
回
数
と
通
算
し
て
８
回

ま
で
と
な
り
ま
す
。）

▼
助
成
金
額

　
　
治
療
内
容
に
よ
り
、助
成
額
が

異
な
り
ま
す
。

●
１
回
の
治
療
に
つ
き
、１５
万
円
ま
た

は
７
万
５
千
円
を
上
限
に
助
成
を

行
い
ま
す
。　
　

【
多
気
町
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

に
つ
い
て
】

▼
対
象
と
な
る
治
療

●
医
療
機
関
に
お
い
て
夫
婦
が
受

け
た
不
育
症
の
治
療
等
に
係
る

医
療
費
。

　
　
た
だ
し
、医
療
保
険
各
法
の
規

定
に
基
づ
く
保
険
給
付
が
適
応

●
４０
歳
未
満
の
場
合
は
、４３
歳
に
な

る
ま
で
に
通
算
６
回
ま
で
。

●
４０
歳
以
上
４３
歳
未
満
の
場
合
は
、

通
算
３
回
ま
で
。

●
４３
歳
以
上
の
場
合
は
、助
成
対
象
外
。

▼
助
成
金
額

●
１
回
の
治
療
に
つ
き
、１０
万
円
を
上

限
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

※
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、一定
期
間

治
療
を
延
期
し
た
場
合
、時
限
的

に
年
齢
要
件
を
緩
和
し
ま
す
。詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
多
気
町
第
２
子
以
降
の
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
】

▼
対
象
と
な
る
治
療

●
上
記
の「
多
気
町
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
」と
同
じ
。

▼
対
象
者

　
　
上
記
の「
多
気
町
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
」の
対
象
者
要
件

に
加
え
て
、以
下
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

●「
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」の

助
成
を
上
限
回
数
ま
で
受
け
た
方
。

さ
れ
る
費
用
、入
院
時
の
差
額

ベ
ッ
ド
代
、食
事
代
、文
書
料
、処

方
箋
に
よ
ら
な
い
医
薬
品
等
の

費
用
、他
の
地
方
公
共
団
体
で
補

助
さ
れ
て
い
た
期
間
に
係
る
治
療

費
用
は
除
く
。

▼
対
象
者

　
左
記
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
法
律
上
の
夫
婦
。

●
夫
婦
双
方
ま
た
は
一
方
が
多
気
町

に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

●
医
療
機
関
が
実
施
す
る
不
育
症
治

療
等
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

●
医
療
支
援
給
付
対
象
外
の
治
療
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

▼
助
成
回
数
、助
成
期
間

●
1
夫
婦
に
つ
き
1
年
度
1
回
限
り

と
す
る
。

●
助
成
の
対
象
と
す
る
期
間
は
、不

育
症
治
療
等
を
開
始
し
た
日
か
ら

出
産（
流
産
、死
産
等
を
含
む
。）に

伴
い
、治
療
が
終
了
す
る
日
ま
で

と
す
る（
以
下
1
治
療
期
間
と
い

う
。）。

▼
助
成
金
額

●
1
治
療
期
間
に
お
け
る
助
成
対
象

費
用
に
対
し
、１０
万
円
を
上
限
に

助
成
を
行
い
ま
す
。

多
気
町
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
・

多
気
町
不
育
症
治
療
費
助
成
事
業
の
ご
案
内

　多
気
町
で
は
、特
定
不
妊
治
療
及
び
不
育
症
治
療
を
受
け
た
夫

婦
に
対
し
て
、経
済
的
負
担
の
軽
減
と
少
子
化
対
策
に
寄
与
す
る
た

め
、当
該
治
療
等
に
要
す
る
費
用
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お問い合わせ
健康福祉課 健康増進係
☎（38）1114

広報たき 2020.5 Vol.173
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役
場
庁
舎

■
総
務
課

◆
参
事
兼
課
長

　森
川
直
昭

◇
総
務
係

　主
幹
兼
係
長

　岡
井
一
宜

　主
査

　見
並
亜
貴（
町
民
環
境
課
）

◇
管
財
係

　主
幹
兼
係
長

　冨
田
直
樹

　運
転
手
兼
作
業
員

　野
村
勇
人

◇
防
災
係

　主
幹
兼
係
長

　河
村
元
喜

　主
事

　中
森
大
翔

◇
財
政
係

　主
幹
兼
係
長

　宗
林
孝

　主
査

　西
山
智

■
企
画
調
整
課

◆
課
長

　小
林
悟

◇
企
画
調
整
係

　係
長

　星
合
弘
明

　主
査

　坂
下
悠
介

◇
情
報
推
進
係

　主
幹
兼
係
長

　南
伸
也

　主
任

　中
田
裕
理

◇
企
業
誘
致
係

　係
長

　三
井
諭

　主
査

　花
谷
賢
志（
三
重
県
派
遣
）

◇
環
境
衛
生
係

　主
幹
兼
係
長

　岡
山
浩
也

　主
査

　山
下
雄
也

■
健
康
福
祉
課

◆
課
長
兼
福
祉
事
務
所
長
兼
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

　森
本
直
美

◇
福
祉
係

　主
幹
兼
係
長

　中
出
真
史

　主
査

　松
本
貴
広（
勢
和
振
興
事
務
所
）

　主
査

　中
矢
絵
美
子（
総
務
課
）

　主
任〔
社
会
福
祉
士
〕
　前
田
朱
美

　主
任  

木
屋
秀
斗

◇
子
育
て
人
権
係

　主
幹
兼
係
長

　西
村
元
伸

　主
査〔
管
理
栄
養
士
〕柴
田
瑞
恵

　主
事

　臼
杵
亜
梨
沙（
新
規
採
用
）

◇
健
康
増
進
係

　係
長

　梶
野
日
麻

　主
査〔
保
健
師
〕
　西
山
陽
子

　主
査〔
保
健
師
〕
　松
本
真
耶

　主
査〔
保
健
師
〕
　堀
真
由
子

　主
任〔
保
健
師
〕
　辻
美
紗

　保
健
師

　河
合
彩
花

　保
健
師

　森
本
茜
音（
新
規
採
用
）

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係（
多
気

町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
派
遣
）

　主
幹
兼
主
任
介
護
支
援
専
門
員

　逵
井
尚
子

　社
会
福
祉
士

　逵
原
勝

　保
健
師

　田
中
亜
矢
子

　認
知
症
地
域
支
援
推
進
員　小

林

　直
子

■
建
設
課

◆
課
長

　久
保
義
隆

◇
管
理
係
・
都
市
計
画
係

　主
幹
兼
係
長

　村
田
敦
司

　都
市
計
画
係
主
査

　吉
田
拓
未

（
三
重
県
農
業
共
済
派
遣
）

　管
理
係
技
師

　森
下
了
圭

（
上
下
水
道
課
）

◇
建
設
係

　係
長

　中
出
善
之

　主
査

　西
村
邦
郎

　主
事

　中
野
真

◇
基
盤
整
備
係

　係
長

　清
水
靖
人

　主
査

　園
田
和
俊

■
農
林
商
工
課

◆
課
長

　逵
武
彦

◇
農
林
業
振
興
係

　主
幹
兼
係
長

　小
林
豊

　主
査

　池
田
有
一

　主
任

　藤
原
崇
智

　主
事

　小
笠
原
慧

◇
商
工
観
光
係

　係
長

　青
木
和
之

　主
任

　松
本
拓
摩

◇
農
業
委
員
会
事
務
局

　係
長

　坂
ノ
坊
龍
也

■
上
下
水
道
課

◆
課
長

　中
出
賢
一

◇
水
道
係

　係
長

　西
山
和
典

　主
査

　髙
山
英
寿

　主
任

　阿
部
幸
治

　技
師

　藤
本
恵
介（
建
設
課
）

◇
経
理
係

　主
幹
兼
係
長

　川
合
学

　主
査

　吉
田
亜
紀

　主
任

　小
林
太
郎

◇
下
水
道
係

　主
幹
兼
係
長

　森
川
浩
之

　主
査

　田
牧
智
矢

■
会
計
課

◆
会
計
管
理
者
兼
参
事
兼
課
長　小

林
真
一

◇
会
計
係

　主
幹
兼
係
長

　大
倉
栄
一

　主
任

　松
本
恵
里（
税
務
課
）

　主
任

　野
口
和
加
奈

■
議
会
事
務
局

◆
局
長

　福
井
秀
樹

　主
査

　伊
藤
ま
い
こ

勢
和
振
興
事
務
所

■
勢
和
振
興
事
務
所

◆
所
長

　林
洋
志

◇
住
民
生
活
係

　主
幹
兼
係
長

　中
西
智
子

　主
査

　西
川
昌
利（
町
民
環
境
課
）

　主
査

　糀
谷
美
樹

　主
査

　髙
山
文
子

◇
国
土
調
査
係

　係
長

　前
田
恵

　主
査

　小
林
勇
紀（
健
康
福
祉
課
）

教
育
委
員
会

■
教
育
課

◆
課
長

　上
山
善
也

　

（
国
体
推
進
室
長
兼
務
）

◇
指
導
主
事

　中
西
俊
介

◇
学
校
教
育
係

　主
幹
兼
係
長

　湊
稔

　主
査

　浦
林
達
矢

　主
事

　西
村
芳
実

◇
社
会
教
育
係

　係
長

　小
林
滋

　主
事

　辻
志
央
里

◇
文
化
体
育
係

　係
長

　中
村
直
司（
建
設
課
）

　主
事

　髙
瀬
修
平（
建
設
課
）

■
国
体
推
進
室

　室
長

　上
山
善
也（

教
育
課
長
兼
務
）

　主
幹
兼
係
長

　安
濃
正
雄

　主
査

　中
村
進
吾

（
勢
和
振
興
事
務
所
）

　主
事

　小
林
憲
治

美
化
セ
ン
タ
ー

■
美
化
セ
ン
タ
ー

◇
美
化
セ
ン
タ
ー
係

　主
幹
兼
係
長

　前
川
悟

　運
転
手
兼
作
業
員

　高
垣
内
健

　管
理
人

　中
西
誠

給
食
セ
ン
タ
ー

■
多
気
町
給
食
セ
ン
タ
ー

◇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係

　主
幹
兼
係
長

　西
川
潤

　運
転
手

　井
戸
坂
信
介

　運
転
手

　野
呂
善
広

■
多
気
保
育
園
給
食
セ
ン
タ
ー

　調
理
員

　村
田
治
美

■
勢
和
保
育
園
給
食
室

　調
理
員

　野
田
和
代

児
童
館

■
児
童
館

　館
長

　林
典
子

（
子
育
て
総
合
支
援
室
長
兼
務
）

　主
査

　鈴
木
真
由
美（
健
康
福
祉
課
）

　主
事

　浦
城
正
子（
再
任
用
）

■
子
育
て
総
合
支
援
室

　室
長

　林
典
子（
児
童
館
長
兼
務
）

　主
査

　森
田
優
人

保
育
園

■
相
可
保
育
園

◆
園
長

　奥
村
尚
美

（
西
外
城
田
保
育
園
長
兼
務
）

　園
長
代
理
兼
主
任
保
育
士

加
藤
志
乃

　保
育
士

　北
川
瑠
美

　保
育
士

　川
島
昌
平

（
西
外
城
田
保
育
園
）

　保
育
士

　大
橋
沙
織

　保
育
士

　伊
藤
愛
弓

　保
育
士

　筒
井
里
奈

　保
育
士

　西
村
渚

　保
育
士

　佐
野
彩

　保
育
士

　松
田
愛
弓

　保
育
士

　髙
栁
優
香

　保
育
士

　福
本
梓（
新
規
採
用
）

■
佐
奈
保
育
園

◆
園
長

　逵
恵（

勢
和
保
育
園
長
兼
務
）

　園
長
代
理
兼
主
任
保
育
士

森
奈
緒（
相
可
保
育
園
）

　保
育
士

　小
林
里
香

　保
育
士

　山
本
麻
美

　保
育
士

　藤
原
香
澄（
勢
和
保
育
園
）

　保
育
士

　野
呂
ま
ゆ

　保
育
士

　横
谷
律
子（
再
任
用
）

　
■
津
田
認
定
こ
ど
も
園

◆
園
長

　森
み
ち
る

　園
長
代
理
兼
主
任
保
育
士　金

子
瑠
美

　保
育
士

　栃
木
未
来

■
西
外
城
田
保
育
園

◆
園
長

　奥
村
尚
美

（
相
可
保
育
園
長
兼
務
）

　園
長
代
理
兼
主
任
保
育
士

長
森
久
子（
勢
和
保
育
園
）

　保
育
士

　川
島
夏
実

　保
育
士

　山
下
千
景（

佐
奈
保
育
園
）

■
勢
和
保
育
園

◆
園
長

　逵
恵（

佐
奈
保
育
園
長
兼
務
）

　園
長
代
理
兼
主
任
保
育
士　川

合
栄
里

　保
育
士

　鈴
木
真
有
香

　保
育
士

　北
川
幸（
相
可
保
育
園
）

　保
育
士

　黒
川
晴
菜

　保
育
士

　古
杉
真
奈
未

（
相
可
保
育
園
）

　保
育
士

　小
玉
剛
史

　保
育
士

　逵
井
理
帆

　保
育
士

　中
西
春
香

　保
育
士

　湊
春
菜

　保
育
士

　北
ひ
な
の

派
遣・出
向
等

■
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合

◆
局
長

　井
田
保

■
あ
す
な
ろ
学
園

　主
任
保
育
士

　浦
口
真
弓

（
佐
奈
保
育
園
）

退
職
職
員

□
筒
井
尚
之（
企
画
調
整
課
）

□
村
田
和
子（
西
外
城
田
保
育
園
）

□
浦
城
正
子（
児
童
館
）

平成31年度

令
和
2
年
3
月
31
日 

退
職

新
規
採
用
職
員
の
ご
紹
介

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。臼杵　亜梨沙

健康福祉課
福本　梓
相可保育園

森本　茜音
健康福祉課

加藤　大策
町民環境課

　主
任

　筒
井
尚
之（
再
任
用
）

■
税
務
課

◆
課
長

　北
出
博
人

◇
住
民
税
係

　係
長

　浦
田
薫

　主
任

　田
畑
明
俊

◇
資
産
税
係

　主
幹
兼
係
長

　山
口
隼
人

　主
査

　斎
藤
俊
明

　主
任

　田
中
真
亜
子

◇
収
納
係

　主
幹
兼
係
長

　高
橋
学

　主
任

　河
村
嗣
也

■
町
民
環
境
課

◆
課
長

　高
山
幸
夫

◇
町
民
係

　主
幹
兼
係
長

　太
田
陽
子

　主
査

　吉
川
麻
由

　主
事

　前
川
麻
奈
未

◇
国
保
年
金
係

　係
長

　野
呂
祥
弘

　主
査

　冨
田
き
く
み

　主
事

　加
藤
大
策（
新
規
採
用
）

◇
介
護
保
険
係

　主
幹
兼
係
長

　城
越
哲
哉

　主
査

　上
山
幸
美

多
気
町
職
員
体
制
に
つ
い
て

令
和
２
年
４
月
１
日
付
で
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

職
員
体
制（
常
勤
職
員
の
み
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
　
※（
　
　
）内
は
前
年
度
所
属
　

令和
２年度

広報たき 2020.2 Vol.170 広報たき 2020.2 Vol.170
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役
場
庁
舎

■
総
務
課

◆
参
事
兼
課
長

　森
川
直
昭

◇
総
務
係

　主
幹
兼
係
長

　岡
井
一
宜

　主
査

　見
並
亜
貴（
町
民
環
境
課
）

◇
管
財
係

　主
幹
兼
係
長

　冨
田
直
樹

　運
転
手
兼
作
業
員

　野
村
勇
人

◇
防
災
係

　主
幹
兼
係
長

　河
村
元
喜

　主
事

　中
森
大
翔

◇
財
政
係

　主
幹
兼
係
長

　宗
林
孝

　主
査

　西
山
智

■
企
画
調
整
課

◆
課
長

　小
林
悟

◇
企
画
調
整
係

　係
長

　星
合
弘
明

　主
査

　坂
下
悠
介

◇
情
報
推
進
係

　主
幹
兼
係
長

　南
伸
也

　主
任

　中
田
裕
理

◇
企
業
誘
致
係

　係
長

　三
井
諭

　主
査

　花
谷
賢
志（
三
重
県
派
遣
）

◇
環
境
衛
生
係

　主
幹
兼
係
長

　岡
山
浩
也

　主
査

　山
下
雄
也

■
健
康
福
祉
課

◆
課
長
兼
福
祉
事
務
所
長
兼
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

　森
本
直
美

◇
福
祉
係

　主
幹
兼
係
長

　中
出
真
史

　主
査

　松
本
貴
広（
勢
和
振
興
事
務
所
）

　主
査

　中
矢
絵
美
子（
総
務
課
）

　主
任〔
社
会
福
祉
士
〕
　前
田
朱
美

　主
任  

木
屋
秀
斗

◇
子
育
て
人
権
係

　主
幹
兼
係
長

　西
村
元
伸

　主
査〔
管
理
栄
養
士
〕柴
田
瑞
恵

　主
事

　臼
杵
亜
梨
沙（
新
規
採
用
）

◇
健
康
増
進
係

　係
長

　梶
野
日
麻

　主
査〔
保
健
師
〕
　西
山
陽
子

　主
査〔
保
健
師
〕
　松
本
真
耶

　主
査〔
保
健
師
〕
　堀
真
由
子

　主
任〔
保
健
師
〕
　辻
美
紗

　保
健
師

　河
合
彩
花

　保
健
師

　森
本
茜
音（
新
規
採
用
）

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係（
多
気

町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
派
遣
）

　主
幹
兼
主
任
介
護
支
援
専
門
員

　逵
井
尚
子

　社
会
福
祉
士

　逵
原
勝

　保
健
師

　田
中
亜
矢
子

　認
知
症
地
域
支
援
推
進
員　小

林

　直
子

■
建
設
課

◆
課
長

　久
保
義
隆

◇
管
理
係
・
都
市
計
画
係

　主
幹
兼
係
長

　村
田
敦
司

　都
市
計
画
係
主
査

　吉
田
拓
未

（
三
重
県
農
業
共
済
派
遣
）

　管
理
係
技
師

　森
下
了
圭

（
上
下
水
道
課
）

◇
建
設
係

　係
長

　中
出
善
之

　主
査

　西
村
邦
郎

　主
事

　中
野
真

◇
基
盤
整
備
係

　係
長

　清
水
靖
人

　主
査

　園
田
和
俊

■
農
林
商
工
課

◆
課
長

　逵
武
彦

◇
農
林
業
振
興
係

　主
幹
兼
係
長

　小
林
豊

　主
査

　池
田
有
一

　主
任

　藤
原
崇
智

　主
事

　小
笠
原
慧

◇
商
工
観
光
係

　係
長

　青
木
和
之

　主
任

　松
本
拓
摩

◇
農
業
委
員
会
事
務
局

　係
長

　坂
ノ
坊
龍
也

■
上
下
水
道
課

◆
課
長

　中
出
賢
一

◇
水
道
係

　係
長

　西
山
和
典

　主
査

　髙
山
英
寿

　主
任

　阿
部
幸
治

　技
師

　藤
本
恵
介（
建
設
課
）

◇
経
理
係

　主
幹
兼
係
長

　川
合
学

　主
査

　吉
田
亜
紀

　主
任

　小
林
太
郎

◇
下
水
道
係

　主
幹
兼
係
長

　森
川
浩
之

　主
査

　田
牧
智
矢

■
会
計
課

◆
会
計
管
理
者
兼
参
事
兼
課
長　小

林
真
一

◇
会
計
係

　主
幹
兼
係
長

　大
倉
栄
一

　主
任

　松
本
恵
里（
税
務
課
）

　主
任

　野
口
和
加
奈

■
議
会
事
務
局

◆
局
長

　福
井
秀
樹

　主
査

　伊
藤
ま
い
こ

勢
和
振
興
事
務
所

■
勢
和
振
興
事
務
所

◆
所
長

　林
洋
志

◇
住
民
生
活
係

　主
幹
兼
係
長

　中
西
智
子

　主
査

　西
川
昌
利（
町
民
環
境
課
）

　主
査

　糀
谷
美
樹

　主
査

　髙
山
文
子

◇
国
土
調
査
係

　係
長

　前
田
恵

　主
査

　小
林
勇
紀（
健
康
福
祉
課
）

教
育
委
員
会

■
教
育
課

◆
課
長

　上
山
善
也

　

（
国
体
推
進
室
長
兼
務
）

◇
指
導
主
事

　中
西
俊
介

◇
学
校
教
育
係

　主
幹
兼
係
長

　湊
稔

　主
査

　浦
林
達
矢

　主
事

　西
村
芳
実

◇
社
会
教
育
係

　係
長

　小
林
滋

　主
事

　辻
志
央
里

◇
文
化
体
育
係

　係
長

　中
村
直
司（
建
設
課
）

　主
事

　髙
瀬
修
平（
建
設
課
）

■
国
体
推
進
室

　室
長

　上
山
善
也（

教
育
課
長
兼
務
）

　主
幹
兼
係
長

　安
濃
正
雄

　主
査

　中
村
進
吾

（
勢
和
振
興
事
務
所
）

　主
事

　小
林
憲
治

美
化
セ
ン
タ
ー

■
美
化
セ
ン
タ
ー

◇
美
化
セ
ン
タ
ー
係

　主
幹
兼
係
長

　前
川
悟

　運
転
手
兼
作
業
員

　高
垣
内
健

　管
理
人

　中
西
誠

給
食
セ
ン
タ
ー

■
多
気
町
給
食
セ
ン
タ
ー

◇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係

　主
幹
兼
係
長

　西
川
潤

　運
転
手

　井
戸
坂
信
介

　運
転
手

　野
呂
善
広

■
多
気
保
育
園
給
食
セ
ン
タ
ー

　調
理
員

　村
田
治
美

■
勢
和
保
育
園
給
食
室

　調
理
員

　野
田
和
代

児
童
館

■
児
童
館

　館
長

　林
典
子

（
子
育
て
総
合
支
援
室
長
兼
務
）

　主
査

　鈴
木
真
由
美（
健
康
福
祉
課
）

　主
事

　浦
城
正
子（
再
任
用
）

■
子
育
て
総
合
支
援
室

　室
長

　林
典
子（
児
童
館
長
兼
務
）

　主
査

　森
田
優
人

保
育
園

■
相
可
保
育
園

◆
園
長

　奥
村
尚
美

（
西
外
城
田
保
育
園
長
兼
務
）

　園
長
代
理
兼
主
任
保
育
士

加
藤
志
乃

　保
育
士

　北
川
瑠
美

　保
育
士

　川
島
昌
平

（
西
外
城
田
保
育
園
）

　保
育
士

　大
橋
沙
織

　保
育
士

　伊
藤
愛
弓

　保
育
士

　筒
井
里
奈

　保
育
士

　西
村
渚

　保
育
士

　佐
野
彩

　保
育
士

　松
田
愛
弓

　保
育
士

　髙
栁
優
香

　保
育
士

　福
本
梓（
新
規
採
用
）

■
佐
奈
保
育
園

◆
園
長

　逵
恵（

勢
和
保
育
園
長
兼
務
）

　園
長
代
理
兼
主
任
保
育
士

森
奈
緒（
相
可
保
育
園
）

　保
育
士

　小
林
里
香

　保
育
士

　山
本
麻
美

　保
育
士

　藤
原
香
澄（
勢
和
保
育
園
）

　保
育
士

　野
呂
ま
ゆ

　保
育
士

　横
谷
律
子（
再
任
用
）

　
■
津
田
認
定
こ
ど
も
園

◆
園
長

　森
み
ち
る

　園
長
代
理
兼
主
任
保
育
士　金

子
瑠
美

　保
育
士

　栃
木
未
来

■
西
外
城
田
保
育
園

◆
園
長

　奥
村
尚
美

（
相
可
保
育
園
長
兼
務
）

　園
長
代
理
兼
主
任
保
育
士

長
森
久
子（
勢
和
保
育
園
）

　保
育
士

　川
島
夏
実

　保
育
士

　山
下
千
景（

佐
奈
保
育
園
）

■
勢
和
保
育
園

◆
園
長

　逵
恵（

佐
奈
保
育
園
長
兼
務
）

　園
長
代
理
兼
主
任
保
育
士　川

合
栄
里

　保
育
士

　鈴
木
真
有
香

　保
育
士

　北
川
幸（
相
可
保
育
園
）

　保
育
士

　黒
川
晴
菜

　保
育
士

　古
杉
真
奈
未

（
相
可
保
育
園
）

　保
育
士

　小
玉
剛
史

　保
育
士

　逵
井
理
帆

　保
育
士

　中
西
春
香

　保
育
士

　湊
春
菜

　保
育
士

　北
ひ
な
の

派
遣・出
向
等

■
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合

◆
局
長

　井
田
保

■
あ
す
な
ろ
学
園

　主
任
保
育
士

　浦
口
真
弓

（
佐
奈
保
育
園
）

退
職
職
員

□
筒
井
尚
之（
企
画
調
整
課
）

□
村
田
和
子（
西
外
城
田
保
育
園
）

□
浦
城
正
子（
児
童
館
）

平成31年度

令
和
2
年
3
月
31
日 

退
職

新
規
採
用
職
員
の
ご
紹
介

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。臼杵　亜梨沙

健康福祉課
福本　梓
相可保育園

森本　茜音
健康福祉課

加藤　大策
町民環境課

　主
任

　筒
井
尚
之（
再
任
用
）

■
税
務
課

◆
課
長

　北
出
博
人

◇
住
民
税
係

　係
長

　浦
田
薫

　主
任

　田
畑
明
俊

◇
資
産
税
係

　主
幹
兼
係
長

　山
口
隼
人

　主
査

　斎
藤
俊
明

　主
任

　田
中
真
亜
子

◇
収
納
係

　主
幹
兼
係
長

　高
橋
学

　主
任

　河
村
嗣
也

■
町
民
環
境
課

◆
課
長

　高
山
幸
夫

◇
町
民
係

　主
幹
兼
係
長

　太
田
陽
子

　主
査

　吉
川
麻
由

　主
事

　前
川
麻
奈
未

◇
国
保
年
金
係

　係
長

　野
呂
祥
弘

　主
査

　冨
田
き
く
み

　主
事

　加
藤
大
策（
新
規
採
用
）

◇
介
護
保
険
係

　主
幹
兼
係
長

　城
越
哲
哉

　主
査

　上
山
幸
美

多
気
町
職
員
体
制
に
つ
い
て

令
和
２
年
４
月
１
日
付
で
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

職
員
体
制（
常
勤
職
員
の
み
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
　
※（
　
　
）内
は
前
年
度
所
属
　

令和
２年度

広報たき 2020.2 Vol.170 広報たき 2020.2 Vol.170



12広報たき 令和 2 年 5 月号（Vol.173）

無料耐震診断を実施
～あなたの家は地震がきても大丈夫？～
町では、地震に強いまちづくりを進めるため、
木造住宅の耐震診断を無料で実施します。

※予算等の都合で今年度に補助ができない場合もありますのでご理解いただきますよう
　お願いします。

問い合わせ　建設課 ☎（38）1116

対象となる建築物

昭和56年5月31日以前に着工し完成された木造住宅で、
次に該当するものが制度の対象となります。
①延べ床面積の過半の部分が住宅用に供されているもの
②在来軸組構法、伝統的構法、枠組壁工法の住宅で、丸太組工法の住宅でないもの
③大臣等の特別な認定を得た工法(プレハブ工法など)による住宅でないもの

対象とならない建築物
　鉄骨造、鉄筋コンクリート造など、木造以外の住宅は制度の対象となりません。

耐震診断の方法
　専門家がご自宅へお伺いし、聞き取りや間取りの確認、床下・天井裏等を見る現地調査を行い
ます。
※診断当日は、床下や天井裏が点検できるようにしていただくとともに、入室できない部屋がないように
準備しておいてください。(できる限りの範囲で構いません。)

申込み方法
　固定資産税納税通知書や登記済証など建築時期のわかる書類と印鑑をお持ちいただき、建設
課へお申込ください。
　◎申込み用紙は建設課に準備してあります。

※診断結果につきましては、調査員が報告書を作成し説明に伺います。
※耐震診断の結果、倒壊の危険があると判定された場合、その住宅の耐震補強設計・工事を行う費用に
ついての補助もあります。個別にご相談ください。
※耐震補強設計・工事の具体的な相談は三重県木造住宅耐震促進協議会（☎059-246-7131）でも行っ
ています。耐震改修事業者リストも掲載されていますので、詳しくはホームページ
http://www.mie-mtk.server-shared.com/をご覧ください。

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ まちからのお知らせ

広報たき 2020.5 Vol.173

議
　会

■編集：議会広報広聴特別委員会
■TEL：0598（38）1120　　■ホームページ：http://www.town.taki.mie.jp/chousei/gikai.html

第59号第59号ぎかいぎかい

次 回 定 例 会 の
予 定

令和2年
　第2回定例会

令和2年6月10日（水）
午前9時から

庁舎2階　本会議場

開催日時

開催場所

CON T EN T S

■教育民生・総務産業土木・予算決算常任委員会報告
■第1回定例会（3月議会）で決まった事案
■「町政のここを問う」／一般質問（8名が質問）
■多気のまちかどから
■たきの風

P14～P15

P16

P17～P20

P21

P21

今
年
の
入
学
式

　
　
　（勢
和
中
学
校・多
気
中
学
校
）

今
年
の
入
学
式

　
　
　（勢
和
中
学
校・多
気
中
学
校
）

広報たき 2020.5 Vol.172



13 広報たき 令和 2 年 5 月号（Vol.173）

無料耐震診断を実施
～あなたの家は地震がきても大丈夫？～
町では、地震に強いまちづくりを進めるため、
木造住宅の耐震診断を無料で実施します。

※予算等の都合で今年度に補助ができない場合もありますのでご理解いただきますよう
　お願いします。

問い合わせ　建設課 ☎（38）1116

対象となる建築物

昭和56年5月31日以前に着工し完成された木造住宅で、
次に該当するものが制度の対象となります。
①延べ床面積の過半の部分が住宅用に供されているもの
②在来軸組構法、伝統的構法、枠組壁工法の住宅で、丸太組工法の住宅でないもの
③大臣等の特別な認定を得た工法(プレハブ工法など)による住宅でないもの

対象とならない建築物
　鉄骨造、鉄筋コンクリート造など、木造以外の住宅は制度の対象となりません。

耐震診断の方法
　専門家がご自宅へお伺いし、聞き取りや間取りの確認、床下・天井裏等を見る現地調査を行い
ます。
※診断当日は、床下や天井裏が点検できるようにしていただくとともに、入室できない部屋がないように
準備しておいてください。(できる限りの範囲で構いません。)

申込み方法
　固定資産税納税通知書や登記済証など建築時期のわかる書類と印鑑をお持ちいただき、建設
課へお申込ください。
　◎申込み用紙は建設課に準備してあります。

※診断結果につきましては、調査員が報告書を作成し説明に伺います。
※耐震診断の結果、倒壊の危険があると判定された場合、その住宅の耐震補強設計・工事を行う費用に
ついての補助もあります。個別にご相談ください。
※耐震補強設計・工事の具体的な相談は三重県木造住宅耐震促進協議会（☎059-246-7131）でも行っ
ています。耐震改修事業者リストも掲載されていますので、詳しくはホームページ
http://www.mie-mtk.server-shared.com/をご覧ください。

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ まちからのお知らせ
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■TEL：0598（38）1120　　■ホームページ：http://www.town.taki.mie.jp/chousei/gikai.html

第59号第59号ぎかいぎかい

次 回 定 例 会 の
予 定

令和2年
　第2回定例会

令和2年6月10日（水）
午前9時から

庁舎2階　本会議場

開催日時

開催場所

CON T EN T S

■教育民生・総務産業土木・予算決算常任委員会報告
■第1回定例会（3月議会）で決まった事案
■「町政のここを問う」／一般質問（8名が質問）
■多気のまちかどから
■たきの風

P14～P15

P16

P17～P20

P21

P21

今
年
の
入
学
式

　
　
　（勢
和
中
学
校・多
気
中
学
校
）

今
年
の
入
学
式

　
　
　（勢
和
中
学
校・多
気
中
学
校
）

広報たき 2020.5 Vol.172



14広報たき 令和 2 年 5 月号（Vol.173）

予
算
決
算
常
任
委
員
会
報
告

（
委
員
11
名
）

13
議
案
を
審
査

令
和
元
年
度
補
正
予
算

◎
一
般
会
計

▪
歳
入
歳
出
３
，１
７
３
万
５
千
円
を
減
額

し
総
額
80
億
４
，１
２
４
万
円
と
す
る
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

◎
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

委
員
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決

令
和
２
年
度
予
算

◎
一
般
会
計

　
総
額
76
億
９
，２
６
３
万
９
千
円

（
主
な
質
疑
）

質
問
　
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
は
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
る
か
。

答
弁
　
シ
ャ
ー
プ
製
電
化
製
品
の
購
入
補

助
、油
田
邸
の
修
繕
、保
育
園
や
学
校
給
食
へ

の
松
阪
牛
使
用
に
充
て
た
い
。

質
問
　
公
共
施
設
等
総
合
計
画
の
業
務
委

託
料
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
試
算

し
、施
設
統
合
の
必
要
性
を
検
討
す
る
た
た

き
台
と
し
て
活
用
し
た
い
。

質
問
　
防
火
水
槽
を
ど
う
考
え
る
か

答
弁
　
各
地
区
の
考
え
方
に
よ
っ
て
違
う
。

清
掃
を
行
う
地
区
や
、ま
た
閉
じ
て
し
ま
う

と
こ
ろ
も
あ
る
。

質
問
　
田
畑
の
評
価
額
は
何
年
ご
と
に
見
直

し
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
３
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
る
。

質
問
　
保
育
園
共
通
経
費
の
清
掃
委
託
料
に

つ
い
て
ど
の
部
分
が
委
託
な
の
か
。

答
弁
　
各
園
の
窓
清
掃
を
委
託
し
て
い
る
。

エ
ア
コ
ン
洗
浄
は
検
討
中
。

質
問
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
の
生
活・

学
習
支
援
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
弁
　
個
別
指
導
が
で
き
る
業
者
へ
委
託
す

る
予
定
。生
活
習
慣
や
学
習
環
境
の
改
善
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、夏
休
み
前
に
は
開

始
し
た
い
。所
得
制
限
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら

検
討
す
る
。

質
問
　
各
小
中
学
校
で
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン

借
上
料
に
つ
い
て
、５
年
間
の
リ
ー
ス
契
約
は

検
討
不
足
な
の
で
は
。

答
弁
　
元
年
度
、文
科
省
か
ら
の
補
正
予
算

が
交
付
さ
れ
る
前
に
契
約
し
た
の
で
５
年
間

（
令
和
２
年
１
月
〜
６
年
12
月
）は
こ
の
ま
ま
で
、

こ
の
契
約
中
に
今
後
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問
　
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
工
事
請

負
費
に
つ
い
て
、ど
の
地
区
に
設
置
す
る
も
の

か
。ま
た
今
年
度
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁
　
令
和
２
年
度
は
下
出
江
を
見
込
ん
で

い
る
。元
年
度
は
車
川
、上
出
江
に
設
置
し
、

３
月
中
に
完
成
予
定
。

　
町
か
ら
は
収
集
せ
ず
、各
地
区
か
ら
業
者

へ
売
り
さ
ば
く
も
の
で
あ
る
。

質
問
　
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
町
が
設
置

し
て
地
区
の
も
の
に
な
る
の
な
ら
条
例
改
正

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
町
が
収
集
し
な
い
の
で
、町
と
し
て

は
経
費
削
減
と
な
り
条
例
規
定
は
考
え
て
い

な
い
。

質
問
　
多
気
地
域
も
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
も
の
を
各
地
区
で
売
り
さ
ば
い
て
も
よ
い

の
か
。

答
弁
　
多
気
地
域
は
町
が
収
集
し
て
い
る
の

で
町
の
収
入
と
し
て
い
る
が
、各
地
区
が
資

源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
て
収
集
活
動

を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、そ
の
場
所
へ
は
収
集
に

行
か
な
い
。町
と
し
て
は
、収
集
業
務
経
費
が

削
減
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

質
問
　
多
気
地
域
の
各
地
区
へ
話
を
し
て
い

る
の
か
。

答
弁
　
区
長
会
議
や
町
政
懇
談
会
で
も
話
を

し
た
。

討
論
　
反
対
の
意
見

〇
少
子
化
を
食
い
止
め
る
予
算
に
な
っ
て

い
な
い
。

〇
ヴ
ィ
ソ
ン
誘
致
に
偏
っ
た
予
算
で
あ
る
。

〇
パ
ソ
コ
ン
借
上
料
に
つ
い
て
納
得
で
き
な

い
。（
少
数
意
見
と
し
て
報
告
）

委
員
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決

　
附
帯
決
議
が
賛
成
多
数
で
本
案
に
附
さ

れ
た
。

※

附
帯
決
議
の
内
容

　
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
工
事
費
に

つ
い
て
予
算
額
は
適
正
と
考
え
る
が
、運

用
に
つ
い
て
合
併
前
の
地
域
間
で
乖
離
が

あ
り
適
切
で
な
い
と
考
え
る
。統
一
さ
れ

た
政
策
に
取
組
み
、議
会
へ
の
報
告
を
求

め
る
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

◎
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

◎
水
道
事
業
会
計
予
算

◎
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算

◎
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　
４
つ
の
特
別
会
計

　
３
つ
の
事
業
会
計
に
お
い
て

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

議
　会

令
和
2
年 

第
1
回
定
例
会
 
常
任
委
員
会
報
告

広報たき 2020.5 Vol.173

教
育
民
生
常
任
委
員
会
報
告

（
委
員
6
名
）

6
議
案
の
審
査

総
務
産
業
土
木
常
任
委
員
会
報
告

（
委
員
6
名
）

15
議
案
を
審
査

◎
宮
川
福
祉
施
設
組
合
規
約
の
変
更

▪
多
気
郡
３
町
と
松
阪
市
が
運
営
す
る
大

台
町
に
あ
る
、崇
雲
寮（
養
護
老
人
施

設
）や
ま
び
こ
荘（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）の
各
市
町
負
担
割
合
が
、均
等
割
１

割
、利
用
者
割
９
割
と
変
更

◎
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例

の
改
正

▪
性
別
欄
の
削
除
、旧
氏
で
印
鑑
登
録
可

と
な
る

◎
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

▪
保
険
料
の
基
礎
賦
課
限
度
額
61
万
円
が

63
万
円
と
改
正
さ
れ
る

◎
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の

改
正

▪
元
年
10
月
か
ら
の
保
育
料
無
償
化
に
伴

う
用
語
の
見
直
し

◎
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
の
改
正

▪
国
の
基
準
緩
和
に
よ
る
改
正

◎
公
の
施
設
に
掛
か
る
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て（
天
啓
の
里・さ
さ
ゆ
り
苑・

く
す
の
き
作
業
所
）

　
　各
々
社
会
福
祉
協
議
会
に
指
定

　
６
議
案
全
委
員
賛
成
に
よ
り
可
決

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
関
す
る

条
例
の
改
正

▪
行
政
手
続
関
連
法
の
改
正
に
伴
う
改
正

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

▪
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
関
係
条
例

の
整
備

質
問
　
①
地
区
公
民
館
長
、中
央
公
民
館

長
の
処
遇
②
会
計
年
度
任
用
職
員
の
宣

誓
書
及
び
年
齢
制
限
の
考
え
方
。

答
弁
　
地
区
公
民
館
長
は
委
託
に
な
り
、

中
央
館
長
は
業
務
の
判
断
で
決
ま
る
。

宣
誓
書
は
毎
年
提
出
、年
齢
制
限
は
設

け
て
い
な
い
。賛

成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決

◎
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
改
正

▪
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与・勤
怠
等

関
係
条
例
の
改
正

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
勢
和
保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

質
問
　
今
後
の
管
理
は
。

答
弁
　
総
務
課
が
管
理
を
す
る
。

質
問
　
将
来
は
解
体
す
る
の
か
。

答
弁
　
浄
化
槽
の
改
修
に
多
額
の
費
用
が

掛
る
。隣
に
あ
る
旧
保
育
園
を
利
用
し

て
い
る
団
体
に
働
き
掛
け
て
い
る
。

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給
与
、服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
改
正

質
問
　
出
動
手
当
の
①
時
間
的
な
制
限

②
日
数
を
要
す
る
捜
索
③
同
日
に
発
生
し

た
複
数
火
災
の
出
動
に
つ
い
て
。

答
弁
　
換
算
に
時
間
的
な
制
限
は
な
い
。

捜
索
等
で
は
一
日
毎
に
手
当
を
支
給
。

同
日
に
発
生
し
た
火
災
毎
に
支
給
。

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定

▪
法
律
に
基
づ
く
条
例
の
制
定

質
問
　
空
家
の
利
活
用
、行
政
代
執
行
に

つ
い
て
。

答
弁
　
利
活
用
は
協
議
会
等
で
専
門
家
に

意
見
を
聞
く
。行
政
代
執
行
は
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
関
係
者
と
相
談
。

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
減
債

基
金
条
例
の
改
正

▪
条
文
中
の
語
句
の
改
正

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
水
道
事
業
給
水
条
例
の
改
正

▪
特
別
給
水
契
約
の
条
項
を
加
え
る

（
特
別
契
約
制
度
の
新
設
）

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
改
正

▪
条
文
中
の
語
句
の
改
正

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
工
業
用
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
改
正

▪
条
文
中
の
語
句
の
改
正

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

改
正

▪
条
文
中
の
語
句
の
改
正

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
設
備
計

画
の
変
更

▪
農
業
集
落
排
水
施
設・合
併
浄
化
槽
施

設
に
係
る
計
画
変
更

◎
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
設
備
計

画
の
策
定

▪
両
施
設
に
係
る
計
画
策
定

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

▪
勢
山
荘
他
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
代
表
団
体
　
丹
生
大
師
の
里
管
理
組
合

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
町
道
の
認
定

▪
下
出
江
丹
生
線
広
域
農
道
の
認
定

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

議
　会

令
和
2
年 

第
1
回
定
例
会
 
常
任
委
員
会
報
告
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予
算
決
算
常
任
委
員
会
報
告

（
委
員
11
名
）

13
議
案
を
審
査

令
和
元
年
度
補
正
予
算

◎
一
般
会
計

▪
歳
入
歳
出
３
，１
７
３
万
５
千
円
を
減
額

し
総
額
80
億
４
，１
２
４
万
円
と
す
る
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

◎
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

委
員
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決

令
和
２
年
度
予
算

◎
一
般
会
計

　
総
額
76
億
９
，２
６
３
万
９
千
円

（
主
な
質
疑
）

質
問
　
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
は
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
る
か
。

答
弁
　
シ
ャ
ー
プ
製
電
化
製
品
の
購
入
補

助
、油
田
邸
の
修
繕
、保
育
園
や
学
校
給
食
へ

の
松
阪
牛
使
用
に
充
て
た
い
。

質
問
　
公
共
施
設
等
総
合
計
画
の
業
務
委

託
料
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
試
算

し
、施
設
統
合
の
必
要
性
を
検
討
す
る
た
た

き
台
と
し
て
活
用
し
た
い
。

質
問
　
防
火
水
槽
を
ど
う
考
え
る
か

答
弁
　
各
地
区
の
考
え
方
に
よ
っ
て
違
う
。

清
掃
を
行
う
地
区
や
、ま
た
閉
じ
て
し
ま
う

と
こ
ろ
も
あ
る
。

質
問
　
田
畑
の
評
価
額
は
何
年
ご
と
に
見
直

し
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
３
年
ご
と
に
見
直
し
て
い
る
。

質
問
　
保
育
園
共
通
経
費
の
清
掃
委
託
料
に

つ
い
て
ど
の
部
分
が
委
託
な
の
か
。

答
弁
　
各
園
の
窓
清
掃
を
委
託
し
て
い
る
。

エ
ア
コ
ン
洗
浄
は
検
討
中
。

質
問
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
の
生
活・

学
習
支
援
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
弁
　
個
別
指
導
が
で
き
る
業
者
へ
委
託
す

る
予
定
。生
活
習
慣
や
学
習
環
境
の
改
善
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、夏
休
み
前
に
は
開

始
し
た
い
。所
得
制
限
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら

検
討
す
る
。

質
問
　
各
小
中
学
校
で
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン

借
上
料
に
つ
い
て
、５
年
間
の
リ
ー
ス
契
約
は

検
討
不
足
な
の
で
は
。

答
弁
　
元
年
度
、文
科
省
か
ら
の
補
正
予
算

が
交
付
さ
れ
る
前
に
契
約
し
た
の
で
５
年
間

（
令
和
２
年
１
月
〜
６
年
12
月
）は
こ
の
ま
ま
で
、

こ
の
契
約
中
に
今
後
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問
　
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
工
事
請

負
費
に
つ
い
て
、ど
の
地
区
に
設
置
す
る
も
の

か
。ま
た
今
年
度
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁
　
令
和
２
年
度
は
下
出
江
を
見
込
ん
で

い
る
。元
年
度
は
車
川
、上
出
江
に
設
置
し
、

３
月
中
に
完
成
予
定
。

　
町
か
ら
は
収
集
せ
ず
、各
地
区
か
ら
業
者

へ
売
り
さ
ば
く
も
の
で
あ
る
。

質
問
　
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
町
が
設
置

し
て
地
区
の
も
の
に
な
る
の
な
ら
条
例
改
正

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
町
が
収
集
し
な
い
の
で
、町
と
し
て

は
経
費
削
減
と
な
り
条
例
規
定
は
考
え
て
い

な
い
。

質
問
　
多
気
地
域
も
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
も
の
を
各
地
区
で
売
り
さ
ば
い
て
も
よ
い

の
か
。

答
弁
　
多
気
地
域
は
町
が
収
集
し
て
い
る
の

で
町
の
収
入
と
し
て
い
る
が
、各
地
区
が
資

源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
て
収
集
活
動

を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、そ
の
場
所
へ
は
収
集
に

行
か
な
い
。町
と
し
て
は
、収
集
業
務
経
費
が

削
減
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

質
問
　
多
気
地
域
の
各
地
区
へ
話
を
し
て
い

る
の
か
。

答
弁
　
区
長
会
議
や
町
政
懇
談
会
で
も
話
を

し
た
。

討
論
　
反
対
の
意
見

〇
少
子
化
を
食
い
止
め
る
予
算
に
な
っ
て

い
な
い
。

〇
ヴ
ィ
ソ
ン
誘
致
に
偏
っ
た
予
算
で
あ
る
。

〇
パ
ソ
コ
ン
借
上
料
に
つ
い
て
納
得
で
き
な

い
。（
少
数
意
見
と
し
て
報
告
）

委
員
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決

　
附
帯
決
議
が
賛
成
多
数
で
本
案
に
附
さ

れ
た
。

※

附
帯
決
議
の
内
容

　
資
源
物
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
工
事
費
に

つ
い
て
予
算
額
は
適
正
と
考
え
る
が
、運

用
に
つ
い
て
合
併
前
の
地
域
間
で
乖
離
が

あ
り
適
切
で
な
い
と
考
え
る
。統
一
さ
れ

た
政
策
に
取
組
み
、議
会
へ
の
報
告
を
求

め
る
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

◎
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

◎
水
道
事
業
会
計
予
算

◎
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算

◎
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　
４
つ
の
特
別
会
計

　
３
つ
の
事
業
会
計
に
お
い
て

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

議
　会

令
和
2
年 

第
1
回
定
例
会
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委
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教
育
民
生
常
任
委
員
会
報
告

（
委
員
6
名
）

6
議
案
の
審
査

総
務
産
業
土
木
常
任
委
員
会
報
告

（
委
員
6
名
）

15
議
案
を
審
査

◎
宮
川
福
祉
施
設
組
合
規
約
の
変
更

▪
多
気
郡
３
町
と
松
阪
市
が
運
営
す
る
大

台
町
に
あ
る
、崇
雲
寮（
養
護
老
人
施

設
）や
ま
び
こ
荘（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）の
各
市
町
負
担
割
合
が
、均
等
割
１

割
、利
用
者
割
９
割
と
変
更

◎
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例

の
改
正

▪
性
別
欄
の
削
除
、旧
氏
で
印
鑑
登
録
可

と
な
る

◎
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

▪
保
険
料
の
基
礎
賦
課
限
度
額
61
万
円
が

63
万
円
と
改
正
さ
れ
る

◎
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の

改
正

▪
元
年
10
月
か
ら
の
保
育
料
無
償
化
に
伴

う
用
語
の
見
直
し

◎
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
の
改
正

▪
国
の
基
準
緩
和
に
よ
る
改
正

◎
公
の
施
設
に
掛
か
る
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て（
天
啓
の
里・さ
さ
ゆ
り
苑・

く
す
の
き
作
業
所
）

　
　各
々
社
会
福
祉
協
議
会
に
指
定

　
６
議
案
全
委
員
賛
成
に
よ
り
可
決

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
関
す
る

条
例
の
改
正

▪
行
政
手
続
関
連
法
の
改
正
に
伴
う
改
正

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

▪
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
関
係
条
例

の
整
備

質
問
　
①
地
区
公
民
館
長
、中
央
公
民
館

長
の
処
遇
②
会
計
年
度
任
用
職
員
の
宣

誓
書
及
び
年
齢
制
限
の
考
え
方
。

答
弁
　
地
区
公
民
館
長
は
委
託
に
な
り
、

中
央
館
長
は
業
務
の
判
断
で
決
ま
る
。

宣
誓
書
は
毎
年
提
出
、年
齢
制
限
は
設

け
て
い
な
い
。賛

成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決

◎
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
改
正

▪
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与・勤
怠
等

関
係
条
例
の
改
正

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
勢
和
保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

質
問
　
今
後
の
管
理
は
。

答
弁
　
総
務
課
が
管
理
を
す
る
。

質
問
　
将
来
は
解
体
す
る
の
か
。

答
弁
　
浄
化
槽
の
改
修
に
多
額
の
費
用
が

掛
る
。隣
に
あ
る
旧
保
育
園
を
利
用
し

て
い
る
団
体
に
働
き
掛
け
て
い
る
。

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給
与
、服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
改
正

質
問
　
出
動
手
当
の
①
時
間
的
な
制
限

②
日
数
を
要
す
る
捜
索
③
同
日
に
発
生
し

た
複
数
火
災
の
出
動
に
つ
い
て
。

答
弁
　
換
算
に
時
間
的
な
制
限
は
な
い
。

捜
索
等
で
は
一
日
毎
に
手
当
を
支
給
。

同
日
に
発
生
し
た
火
災
毎
に
支
給
。

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定

▪
法
律
に
基
づ
く
条
例
の
制
定

質
問
　
空
家
の
利
活
用
、行
政
代
執
行
に

つ
い
て
。

答
弁
　
利
活
用
は
協
議
会
等
で
専
門
家
に

意
見
を
聞
く
。行
政
代
執
行
は
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
関
係
者
と
相
談
。

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
減
債

基
金
条
例
の
改
正

▪
条
文
中
の
語
句
の
改
正

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
水
道
事
業
給
水
条
例
の
改
正

▪
特
別
給
水
契
約
の
条
項
を
加
え
る

（
特
別
契
約
制
度
の
新
設
）

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
改
正

▪
条
文
中
の
語
句
の
改
正

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
工
業
用
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
改
正

▪
条
文
中
の
語
句
の
改
正

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

改
正

▪
条
文
中
の
語
句
の
改
正

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
設
備
計

画
の
変
更

▪
農
業
集
落
排
水
施
設・合
併
浄
化
槽
施

設
に
係
る
計
画
変
更

◎
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
設
備
計

画
の
策
定

▪
両
施
設
に
係
る
計
画
策
定

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

▪
勢
山
荘
他
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　
代
表
団
体
　
丹
生
大
師
の
里
管
理
組
合

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

◎
町
道
の
認
定

▪
下
出
江
丹
生
線
広
域
農
道
の
認
定

全
委
員
賛
成
に
よ
り
原
案
可
決

議
　会

令
和
2
年 

第
1
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香肌奥伊勢資源化広域連合議会議員の選挙について
人権擁護委員の推薦について
備品購入契約の締結について
宮川福祉施設組合規約の変更に関する協議について
多気町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する
条例の制定について
多気町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
多気町勢和保健センターの設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について
多気町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
多気町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について
多気町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
多気町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について
多気町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について
多気町空家等対策の推進に関する条例の制定について
多気町戸別合併処理浄化槽整備事業減債基金条例の一部を改正する条例の制定について
多気町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について
多気町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
多気町工業用水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
多気町下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について
多気町公の施設に係る指定管理者の指定について（天啓の里・ささゆり苑・くすのき作業所）
多気町公の施設に係る指定管理者の指定について（勢山荘）
町道の認定について
令和元年度多気町一般会計補正予算（第７号）・・・31,735千円減額
令和元年度多気町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）・・・43,850千円減額
令和元年度多気町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）・・・16,107千円増額
令和元年度多気町介護保険特別会計補正予算（第４号）・・・82,878千円増額
令和元年度多気町住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）・・・534千円減額
令和２年度多気町一般会計予算・・・総額7,692,639千円
令和２年度多気町国民健康保険特別会計予算・・・総額1,936,675千円
令和２年度多気町後期高齢者医療保険特別会計予算・・・総額368,119千円
令和２年度多気町介護保険特別会計予算・・・総額1,781,626千円
令和２年度多気町住宅新築資金等貸付特別会計予算・・・総額2,803千円
令和２年年度多気町水道事業会計予算・・・総額814,905千円
令和２年度多気町工業用水道事業会計予算・・・総額82,594千円
令和２年度多気町下水道事業会計予算・・・総額887,920千円

全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決

賛成多数で可決

全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決
全員賛成で可決
賛成多数で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
賛成多数で可決
賛成多数で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
賛成多数で可決
全員賛成で可決
賛成多数で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決

委員会の審査結果と本会議の結果は異なる場合があります。

議　　案　　名 結　果

第１回　定例会（３月議会）で決まった事案

松木豊年 議員
（1名増員）

議
　会

第
1
回 

定
例
会（
3
月
議
会
）で
決
ま
っ
た
事
案

広報たき 2020.00 Vol.000

問
　
昨
年
5
月
よ
り
行
わ
れ
た
町
長
、町
幹

部
職
員
に
よ
る
町
政
懇
談
会
が
10
月
末

に
終
っ
た
。町
長
は
就
任
後
地
区
別
懇
談

会
や
大
字
懇
談
会
を
開
催
さ
れ
、町
民
の

声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、

懇
談
会
で
お
聞
き
し
た
地
域
の
声
や
結

果
の
総
括
を
議
会
に
示
さ
れ
、こ
れ
ら
を

町
の
政
策
に
反
映
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

答（
町
長
）

　
　
以
前
の
総
合
計
画
と
大
き
く
変
わ
る

も
の
で
は
な
く
、現
実
に
沿
っ
た
内
容

で
、
”え
え
ま
ち“
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
基

本
構
想
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
、随
時
、議
会
へ
報
告
し
て
い
る
。

問
　
本
年
度
公
共
交
通
審
議
会
で
は
ど
の

様
な
審
議
が
行
わ
れ
た
か
を
伺
う
。

答（
副
町
長
）

　
　
今
ま
で
の
多
気
町
生
活
確
保
維
持
改

善
計
画
を
令
和
元
年
9
月
ま
で
延
長

し
、10
月
よ
り
多
気
町
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
に
移
行
す
る
た
め
の
協
議

を
願
っ
た
。

問
　
町
の
公
共
交
通
、取
り
分
け
バ
ス
運

行
に
つ
い
て
包
括
的
に
見
直
し
、町
全

域
に
交
通
手
段
が
確
立
さ
れ
る
政
策

を
確
立
さ
れ
た
い
が
、今
後
の
交
通
政

策
を
伺
う
。

答（
副
町
長
）

　
　
町
営
バ
ス「
で
ん
多
」の
拡
充
に
つ
い

て
、今
ま
で
平
日
の
み
の
運
行
で
あ
っ
た

が
、4
月
よ
り
土・日・祝
日
の
運
行
を
実

施
し
、町
民
以
外
の
方
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
。尚
、相
互
乗
り
入
れ
や
予
約

方
法
に
つ
い
て
は
、さ
ら
な
る
協
議
が
必

要
で
あ
る
。

　問
　
誘
致
さ
れ
る
企
業
の
土
地
の
り
面
を

将
来
に
渡
り
町
が
維
持
管
理
し
て
い
く

こ
と
は
違
和
感
が
あ
る
。何
故
そ
の
よ
う

な
経
過
に
な
っ
た
の
か
伺
う
。

答（
企
画
調
整
課
長
）

　
　
先
行
造
成
に
て
分
譲
開
始
し
、の
り
面

等
緑
地
は
町
有
地
の
た
め
、管
理
は
町
予

算
対
応
。但
し
、立
地
企
業
と
の
間
で
管

理
協
定
を
締
結
し
、隣
接
町
有
地
は
企
業

側
で
草
刈
等
管
理
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
町
に

備
蓄
し
て
あ
る
マ
ス
ク
、消
毒
薬
な
ど
を
不
足
し
て

い
る
介
護
施
設
に
提
供
し
て
は
ど
う
か

答
施
設
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
提
供
を
検
討
す
る

問
　
小
中
学
校
の
休
校
は
、急
な
決
定
だ
っ

た
が
、「
休
校
要
請
」を
受
け
て
か
ら
決
定

ま
で
の
経
過
を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
校
長
会
を
開
催
し
、子
ど
も
へ
の
説
明

や
家
庭
連
絡
を
は
じ
め
、今
後
の
対
応
等

確
認
し
た
。近
隣
市
町
の
状
況
把
握
後
、

3
月
2
日
か
ら
春
休
み
前
ま
で
と
し
た
。

問
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
で
学
校
閉
鎖
す

る
場
合
は
学
校
医
と
相
談
す
る
と
思
う

が
、今
回
は
相
談
さ
れ
た
の
か
。

答（
教
育
長
）

　
　
感
染
者
が
で
て
い
な
い
の
で
、学
校
医

と
は
相
談
し
な
か
っ
た
。

問
　
昨
年
12
月
に
成
立
し
た
措
置
法
は
公

立
学
校
の
先
生
方
に
1
年
単
位
の
変
形

労
働
制
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

1
年
を「
繁
忙
期
」と「
閑
散
期
」に
わ
け

て
、夏
に
休
み
を「
ま
と
め
ど
り
」す
る
こ

と
、2
0
2
1
年
４
月
か
ら
自
治
体
や
学

校
ご
と
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
、導
入
の
見
通
し
を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
繁
忙
期
に
は
45
時
間
以
上
の
超
過
を

認
め
、長
期
休
業
中
に
ま
と
め
て
休
暇
を

取
り
や
す
く
す
る
た
め
だ
が
、長
期
休
業

中
も
休
暇
取
得
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
考

え
る
。導
入
は
、県
下
の
情
報
を
把
握
し
、

対
応
し
て
い
く
。

問
　
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、月
の
残

業
を
45
時
間
に
抑
え
る
こ
と
が
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、多
気

町
の
実
態
を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
各
学
校
で
は
、総
勤
務
時
間
の
縮
減
に

向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。中
学
校
で

は
、部
活
動
や
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
向
け
た

指
導
時
間
の
削
減
工
夫
を
す
る
も
、45
時

間
を
超
え
る
教
員
数
は
微
減
の
状
態
。

問
　
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入
予
定
を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
客
観
的
な
勤
務
時
間
把
握
の
た
め
、町

内
全
小
中
学
校
に
、令
和
2
年
度
4
月
中

に
導
入
す
る
予
定
。

町
政
懇
談
会
の
総
括
と
政
策
反
映
に
つ
い
て

答
具
体
性
を
示
し
た
７
つ
の
基
本
理
念
を
基
に
、町
政
懇
談
会

　
で
多
く
の
町
民
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。こ
れ
ら
の

　
意
見
を
踏
ま
え
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
反
映
し
て
い
き
た
い

改
正
教
育
職
員
給
与
特
措
法
に
つ
い
て

ク
リ
ス
タ
ル
工
業
団
地
の

　
　
　
　
　
　
　
土
地
区
分
に
つ
い
て

松木  豊年 議員
一問一答方式

坂井  信久 議員
一問一答方式

議
　
会

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！
　
8
人
が
一
般
質
問

広報たき 2020.5 Vol.173
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香肌奥伊勢資源化広域連合議会議員の選挙について
人権擁護委員の推薦について
備品購入契約の締結について
宮川福祉施設組合規約の変更に関する協議について
多気町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定について
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する
条例の制定について
多気町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
多気町勢和保健センターの設置及び管理に関する条例を廃止する条例の制定について
多気町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
多気町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について
多気町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
多気町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について
多気町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について
多気町空家等対策の推進に関する条例の制定について
多気町戸別合併処理浄化槽整備事業減債基金条例の一部を改正する条例の制定について
多気町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について
多気町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
多気町工業用水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
多気町下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について
多気町公の施設に係る指定管理者の指定について（天啓の里・ささゆり苑・くすのき作業所）
多気町公の施設に係る指定管理者の指定について（勢山荘）
町道の認定について
令和元年度多気町一般会計補正予算（第７号）・・・31,735千円減額
令和元年度多気町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）・・・43,850千円減額
令和元年度多気町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）・・・16,107千円増額
令和元年度多気町介護保険特別会計補正予算（第４号）・・・82,878千円増額
令和元年度多気町住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）・・・534千円減額
令和２年度多気町一般会計予算・・・総額7,692,639千円
令和２年度多気町国民健康保険特別会計予算・・・総額1,936,675千円
令和２年度多気町後期高齢者医療保険特別会計予算・・・総額368,119千円
令和２年度多気町介護保険特別会計予算・・・総額1,781,626千円
令和２年度多気町住宅新築資金等貸付特別会計予算・・・総額2,803千円
令和２年年度多気町水道事業会計予算・・・総額814,905千円
令和２年度多気町工業用水道事業会計予算・・・総額82,594千円
令和２年度多気町下水道事業会計予算・・・総額887,920千円

全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決

賛成多数で可決

全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決
全員賛成で可決
賛成多数で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
賛成多数で可決
賛成多数で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
賛成多数で可決
全員賛成で可決
賛成多数で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決
全員賛成で可決

委員会の審査結果と本会議の結果は異なる場合があります。

議　　案　　名 結　果

第１回　定例会（３月議会）で決まった事案

松木豊年 議員
（1名増員）

議
　会

第
1
回 

定
例
会（
3
月
議
会
）で
決
ま
っ
た
事
案

広報たき 2020.00 Vol.000

問
　
昨
年
5
月
よ
り
行
わ
れ
た
町
長
、町
幹

部
職
員
に
よ
る
町
政
懇
談
会
が
10
月
末

に
終
っ
た
。町
長
は
就
任
後
地
区
別
懇
談

会
や
大
字
懇
談
会
を
開
催
さ
れ
、町
民
の

声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
る
。そ
こ
で
、

懇
談
会
で
お
聞
き
し
た
地
域
の
声
や
結

果
の
総
括
を
議
会
に
示
さ
れ
、こ
れ
ら
を

町
の
政
策
に
反
映
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

答（
町
長
）

　
　
以
前
の
総
合
計
画
と
大
き
く
変
わ
る

も
の
で
は
な
く
、現
実
に
沿
っ
た
内
容

で
、
”え
え
ま
ち“
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
基

本
構
想
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
、随
時
、議
会
へ
報
告
し
て
い
る
。

問
　
本
年
度
公
共
交
通
審
議
会
で
は
ど
の

様
な
審
議
が
行
わ
れ
た
か
を
伺
う
。

答（
副
町
長
）

　
　
今
ま
で
の
多
気
町
生
活
確
保
維
持
改

善
計
画
を
令
和
元
年
9
月
ま
で
延
長

し
、10
月
よ
り
多
気
町
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
に
移
行
す
る
た
め
の
協
議

を
願
っ
た
。

問
　
町
の
公
共
交
通
、取
り
分
け
バ
ス
運

行
に
つ
い
て
包
括
的
に
見
直
し
、町
全

域
に
交
通
手
段
が
確
立
さ
れ
る
政
策

を
確
立
さ
れ
た
い
が
、今
後
の
交
通
政

策
を
伺
う
。

答（
副
町
長
）

　
　
町
営
バ
ス「
で
ん
多
」の
拡
充
に
つ
い

て
、今
ま
で
平
日
の
み
の
運
行
で
あ
っ
た

が
、4
月
よ
り
土・日・祝
日
の
運
行
を
実

施
し
、町
民
以
外
の
方
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
。尚
、相
互
乗
り
入
れ
や
予
約

方
法
に
つ
い
て
は
、さ
ら
な
る
協
議
が
必

要
で
あ
る
。

　問
　
誘
致
さ
れ
る
企
業
の
土
地
の
り
面
を

将
来
に
渡
り
町
が
維
持
管
理
し
て
い
く

こ
と
は
違
和
感
が
あ
る
。何
故
そ
の
よ
う

な
経
過
に
な
っ
た
の
か
伺
う
。

答（
企
画
調
整
課
長
）

　
　
先
行
造
成
に
て
分
譲
開
始
し
、の
り
面

等
緑
地
は
町
有
地
の
た
め
、管
理
は
町
予

算
対
応
。但
し
、立
地
企
業
と
の
間
で
管

理
協
定
を
締
結
し
、隣
接
町
有
地
は
企
業

側
で
草
刈
等
管
理
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
町
に

備
蓄
し
て
あ
る
マ
ス
ク
、消
毒
薬
な
ど
を
不
足
し
て

い
る
介
護
施
設
に
提
供
し
て
は
ど
う
か

答
施
設
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
提
供
を
検
討
す
る

問
　
小
中
学
校
の
休
校
は
、急
な
決
定
だ
っ

た
が
、「
休
校
要
請
」を
受
け
て
か
ら
決
定

ま
で
の
経
過
を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
校
長
会
を
開
催
し
、子
ど
も
へ
の
説
明

や
家
庭
連
絡
を
は
じ
め
、今
後
の
対
応
等

確
認
し
た
。近
隣
市
町
の
状
況
把
握
後
、

3
月
2
日
か
ら
春
休
み
前
ま
で
と
し
た
。

問
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
で
学
校
閉
鎖
す

る
場
合
は
学
校
医
と
相
談
す
る
と
思
う

が
、今
回
は
相
談
さ
れ
た
の
か
。

答（
教
育
長
）

　
　
感
染
者
が
で
て
い
な
い
の
で
、学
校
医

と
は
相
談
し
な
か
っ
た
。

問
　
昨
年
12
月
に
成
立
し
た
措
置
法
は
公

立
学
校
の
先
生
方
に
1
年
単
位
の
変
形

労
働
制
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

1
年
を「
繁
忙
期
」と「
閑
散
期
」に
わ
け

て
、夏
に
休
み
を「
ま
と
め
ど
り
」す
る
こ

と
、2
0
2
1
年
４
月
か
ら
自
治
体
や
学

校
ご
と
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
、導
入
の
見
通
し
を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
繁
忙
期
に
は
45
時
間
以
上
の
超
過
を

認
め
、長
期
休
業
中
に
ま
と
め
て
休
暇
を

取
り
や
す
く
す
る
た
め
だ
が
、長
期
休
業

中
も
休
暇
取
得
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
考

え
る
。導
入
は
、県
下
の
情
報
を
把
握
し
、

対
応
し
て
い
く
。

問
　
制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、月
の
残

業
を
45
時
間
に
抑
え
る
こ
と
が
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、多
気

町
の
実
態
を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
各
学
校
で
は
、総
勤
務
時
間
の
縮
減
に

向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。中
学
校
で

は
、部
活
動
や
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
向
け
た

指
導
時
間
の
削
減
工
夫
を
す
る
も
、45
時

間
を
超
え
る
教
員
数
は
微
減
の
状
態
。

問
　
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入
予
定
を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
客
観
的
な
勤
務
時
間
把
握
の
た
め
、町

内
全
小
中
学
校
に
、令
和
2
年
度
4
月
中

に
導
入
す
る
予
定
。

町
政
懇
談
会
の
総
括
と
政
策
反
映
に
つ
い
て

答
具
体
性
を
示
し
た
７
つ
の
基
本
理
念
を
基
に
、町
政
懇
談
会

　
で
多
く
の
町
民
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。こ
れ
ら
の

　
意
見
を
踏
ま
え
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
反
映
し
て
い
き
た
い

改
正
教
育
職
員
給
与
特
措
法
に
つ
い
て

ク
リ
ス
タ
ル
工
業
団
地
の

　
　
　
　
　
　
　
土
地
区
分
に
つ
い
て

松木  豊年 議員
一問一答方式

坂井  信久 議員
一問一答方式

議
　
会

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！
　
8
人
が
一
般
質
問
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問
　新
た
に
始
ま
る
ご
み
処
理
、香
肌
方
式

と
美
化
セ
ン
タ
ー
方
式
を
ど
の
よ
う
に

統
一
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答（
町
民
環
境
課
長
）

　
　
多
気
地
域
の
可
燃
ご
み
は
令
和
2
年

度
か
ら
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合

で
処
理
を
行
い
、不
燃
ご
み
と
資
源
ご
み

の
処
理
は
令
和
5
年
度
か
ら
移
行
す
る

予
定
。

問
　可
燃
物
持
ち
込
み
に
つ
い
て
多
気
地

域
の
可
燃
物
は
指
定
袋
入
り
の
持
ち
込

み
と
な
っ
て
い
る
が
、他
の
可
燃
物
は
何

故
統
一
で
き
な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

答（
町
民
環
境
課
長
）

　
　
広
域
連
合
で
は
混
雑
を
緩
和
さ
せ
る

た
め
に
計
量
窓
口
や
粗
大
ご
み
置
き
場
の

改
修
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
。

問
　香
肌
方
式
と
、美
化
セ
ン
タ
ー
方
式

（
資
源
物
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
）の

収
集
に
つ
い
て
の
違
い
を
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答（
町
民
環
境
課
長
）

　
　
多
気
地
域
は
可
燃
ご
み
と
資
源
ご
み

の
集
積
所
は
別
々
だ
が
、勢
和
地
域
の
ご

み
集
積
所
は
兼
用
し
て
い
る
。出
せ
る
資

源
ご
み
の
種
類
も
違
う
の
で
、ご
み
出
し

方
法
を
変
更
さ
せ
ず
に
継
続
さ
せ
る
。

問
　介
護
認
定
者
、一
人
暮
ら
し
、運
転
免

許
証
返
納
、高
齢
化
社
会
に
向
か
い
ご
み

出
し
が
困
難
な
人
に
対
し
町
と
し
て
の

支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

答（
町
民
環
境
課
長
）

　
　
指
定
袋
に
入
る
程
度
の
生
活
ご
み
に
つ

い
て
は
、介
護
保
険
事
業
に
よ
る
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
。ま
た
、粗
大

ご
み
に
つ
い
て
は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

問
　美
化
セ
ン
タ
ー
は
、今
後
ど
の
よ
う
な

計
画
を
も
っ
て
廃
炉
に
す
る
の
か
又
内
部

設
備
の
撤
去
解
体
ま
で
の
計
画
を
伺
う
。

答（
町
民
環
境
課
長
）

　
　
最
終
焼
却
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、炉
内

清
掃
を
行
う
。ま
た
、撤
去
に
つ
い
て
は
、

再
利
用
も
含
め
て
令
和
2
年
度
中
に
方

針
を
検
討
す
る
。

本
庁
直
轄
に
な
っ
た
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

効
果
成
果
を
問
う

答
相
談
に
対
し
解
決
ま
で
の
精
度
が
高
ま
っ
た

問
　令
和
元
年
4
月
よ
り
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
本

庁
健
康
福
祉
課
直
轄
に
変
更
さ
れ
た
。本

庁
へ
の
移
動
で
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

つ
な
げ
る
た
め
と
の
説
明
。

　
　直
轄
事
業
に
な
り
1
年
が
た
っ
た
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
効
果
成
果
は

ど
う
か
伺
う
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）

　
　
早
期
の
相
談
か
ら
受
け
付
け
る
こ
と
が

で
き
た
。さ
ら
に
、相
談
件
数
も
増
え
た
。

問
　カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
窓
口
対
応
に
つ
き
、

改
善
の
考
え
は
無
い
か
伺
う
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）

　
　
必
要
時
、テ
ー
ブ
ル
席
や
会
議
室
を
利

用
し
て
い
る
。

問
　本
庁
へ
移
り
1
年
が
経
ち
財
政
面
の

検
証
を
伺
う
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）

　
　
介
護
支
援
専
門
員
の
退
職
に
伴
い
非
正

規
職
員
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
し

て
い
る
が
事
業
費
は
ほ
ぼ
同
額
。

問
　予
算
が
町
民
環
境
課
と
健
康
福
祉
課

に
ま
た
い
で
い
る
が
、ど
の
様
な
効
果
を

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答（
健
康
福
祉
課
）

　
　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
監
督
機
能
と
し

て
ふ
た
つ
の
課
で
役
割
の
明
確
化
。

問
　コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
高
齢
者
対
応
は
ど

う
か
伺
う
。

答（
健
康
福
祉
課
）

　
　
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、住
民
に
対
し
て

相
談
窓
口
、帰
国
者・接
触
者
セ
ン
タ
ー
の

周
知
を
し
て
い
る
。

　問
　小
中
学
校
の
現
況
把
握
は
ど
う
か

伺
う
。

答（
教
育
課
長
）

　
　
現
在
、小
学
生
35
%
、中
学
生
85
%
が
所

持
し
て
い
る
。

問
　所
持
使
用
に
つ
き
最
大
限
の
危
険
回

避
が
必
要
で
あ
る
が
、今
後
の
取
り
組
み

を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
ス
マ
ホ
等
使
用
実
態
を
把
握
し
、各
校

が
積
み
上
げ
た
取
組
の
充
実
を
図
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
。

ご
み
処
理
の
今
後
の
課
題
、運
営
に
つ
い
て
問
う

答
多
気
地
域
の
可
燃
ご
み
、不
燃
ご
み
、資
源
ご
み
に
つ
い
て
は

　
令
和
５
年
度
を
め
ど
に
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合
に

　
統
一
す
る
計
画

前川　勝 議員
一問一答方式

森田　勉 議員
一問一答方式

子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
所
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　使
用
に
つ
い
て

廃
炉
施
設
に
つ
い
て

議
　
会

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！
　
8
人
が
一
般
質
問
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問
　民
法
の
成
年
年
齢
が
令
和
4
年
度
か

ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、対
象
と

な
る
若
者
や
家
族
の
不
安
を
解
消
す
る

た
め
当
町
の
方
針
を
伺
う
。

答（
教
育
課
長
）

　
　
成
人
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、当

町
と
し
て
は
、現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
ま
で

ど
お
り
20
歳
で
成
人
の
つ
ど
い（
仮
称
）と

し
て
、開
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　小
学
校
統
合
検
討
委
員
会
が
行
わ
れ

た
様
子
や
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答（
教
育
課
長
）

 

　こ
れ
ま
で
に
7
回
検
討
委
員
会
を
開
催

し
て
い
る
。第
1
回
目
は
、多
気
地
域
小

学
校
の
施
設
と
児
童
数
の
現
状
及
び
複

式
学
級
に
つ
い
て
、第
2
回
目
は
県
内
の

複
式
学
級
の
状
況
や
学
校
規
模
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト・デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、第
3

回
目
は
町
内
小
学
校
に
お
け
る
メ
リ
ッ

ト・デ
メ
リ
ッ
ト
。第
4
回
目
は
こ
れ
ま
で

の
検
討
委
員
会
の
中
で
、委
員
の
皆
さ
ん

か
ら
、統
合
と
な
っ
た
場
合
に
費
用
が
ど

の
程
度
か
か
る
の
か
、ま
た
、児
童
の
通

学
は
ど
う
な
る
の
か
、委
員
以
外
に
も
、い

ろ
ん
な
意
見
を
広
く
聞
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
、統
合
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

協
議
を
し
た
。第
5
回
目
は
、小
学
校
統

合
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告

し
た
。第
6・7
回
目
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
ま
と
め
及
び
答
申
案
に
つ
い
て
協
議

を
し
た
。

問
　小
学
校
統
合
検
討
委
員
会
か
ら
答
申

書
を
提
出
さ
れ
た
後
の
予
定
と
そ
の
意

義
を
伺
う
。

答（
教
育
課
長
）

　
　
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
、答
申
及
び
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
地
域
の
方
々
に
報
告
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
中

で
、保
護
者
な
ら
び
に
地
域
の
方
々
に
い

ろ
ん
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。そ
の

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
留
意
し
、将
来
的

な
統
合
の
実
施
に
十
分
ご
理
解
を
得
れ
る

よ
う
、進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
小
中
学
校
休
校
に

つ
い
て
問
う

答
3
月
2
日
か
ら
の
休
校
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を
し
た
う
え
で
、

　教
員
に
よ
る
家
庭
訪
問
な
ど
を
実
施
し
家
庭
状
況
の
把
握
も
す
る

問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

大
し
、小
中
学
校
が
一
斉
休
校
と
な
っ
た

が
、共
働
き
家
庭
は
子
ど
も
だ
け
で
ど
う

過
ご
す
の
か
。仕
事
を
休
め
な
い
親
も
い

る
が
、特
に
低
学
年
の
子
ど
も
は
ど
う
し

た
ら
良
い
の
か
、更
に
休
校
が
長
期
に
渡

る
と
子
ど
も
達
の
ス
ト
レ
ス
が
心
配
だ
。

体
調
を
崩
さ
な
い
か
学
校
と
し
て
ど
う

考
え
る
の
か
。登
校
日
が
な
い
と
、学
校

は
子
ど
も
の
家
庭
で
の
学
習
状
況
、子
ど

も
た
ち
の
様
子
は
見
ら
れ
な
い
が
ど
う

考
え
る
の
か
。

答（
教
育
長
）

　
　
教
職
員
や
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
突
然

の
別
れ
程
辛
い
こ
と
は
な
い
。家
庭
訪
問

や
保
護
者
連
絡
等
、丁
寧
に
行
う
よ
う
校

長
会
に
お
い
て
指
示
、各
校
の
取
組
や
情

報
の
共
有
を
行
っ
て
い
る
。

問
　防
災
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
防
災
士
が

多
気
町
は
大
変
少
な
い
。他
市
町
で
は
防

災
士
の
認
定
講
習
に
助
成
し
て
育
成
に

力
を
い
れ
て
い
る
。防
災
士
を
更
に
育
成

強
化
し
て
行
く
考
え
は
。次
に
台
風
で
停

電
が
長
期
化
す
る
と
防
災
情
報
が
発
信

で
き
な
く
な
る
。昨
年
他
県
で
は
停
電
が

1
か
月
に
及
ん
だ
。速
や
か
に
電
気
が
回

復
で
き
る
よ
う
電
力
会
社
と
停
電
復
旧

協
定
が
結
べ
な
い
か
。

答（
総
務
課
長
）

　
　
防
災
士
に
つ
い
て
は
、自
主
防
災
組
織

等
に
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、電
力
会
社
と
の
協
定
は
締
結
し
て

い
な
い
が
、停
電
時
に
は
、以
前
に
比
べ

て
、迅
速
な
復
旧
工
事
の
実
施
や
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
情
報
提
供
の
改
善
が

図
ら
れ
て
き
て
い
る
。

問
　介
護
を
要
し
な
い
生
活
を
送
り
健
康

寿
命
を
如
何
に
伸
ば
す
か
。国
保
の
受
診

率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
考
え
を
伺
う
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）

　
　
平
成
21
年
度
よ
り
各
地
区
健
康
を
考

え
る
会
に
よ
る
受
診
率
向
上
や
健
康
づ

く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。集
団
健

診
に
お
け
る
土
日
祝
日
開
催
や
、が
ん
検

診
と
同
日
開
催
な
ど
、今
後
も
健
診
の
受

け
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
受
診
勧

奨
を
実
施
し
て
い
く
。

成
人
式
の
今
後
に
つ
い
て

答
こ
れ
ま
で
ど
お
り
20
歳
で
開
催
予
定

▪
多
気
町
地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

木戸口勉幸 議員
一問一答方式

松浦  慶子 議員
一問一答方式

防
災
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

小
学
校
統
合
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

議
　
会

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！
　
8
人
が
一
般
質
問
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問
　新
た
に
始
ま
る
ご
み
処
理
、香
肌
方
式

と
美
化
セ
ン
タ
ー
方
式
を
ど
の
よ
う
に

統
一
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答（
町
民
環
境
課
長
）

　
　
多
気
地
域
の
可
燃
ご
み
は
令
和
2
年

度
か
ら
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合

で
処
理
を
行
い
、不
燃
ご
み
と
資
源
ご
み

の
処
理
は
令
和
5
年
度
か
ら
移
行
す
る

予
定
。

問
　可
燃
物
持
ち
込
み
に
つ
い
て
多
気
地

域
の
可
燃
物
は
指
定
袋
入
り
の
持
ち
込

み
と
な
っ
て
い
る
が
、他
の
可
燃
物
は
何

故
統
一
で
き
な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

答（
町
民
環
境
課
長
）

　
　
広
域
連
合
で
は
混
雑
を
緩
和
さ
せ
る

た
め
に
計
量
窓
口
や
粗
大
ご
み
置
き
場
の

改
修
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
。

問
　香
肌
方
式
と
、美
化
セ
ン
タ
ー
方
式

（
資
源
物
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
）の

収
集
に
つ
い
て
の
違
い
を
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答（
町
民
環
境
課
長
）

　
　
多
気
地
域
は
可
燃
ご
み
と
資
源
ご
み

の
集
積
所
は
別
々
だ
が
、勢
和
地
域
の
ご

み
集
積
所
は
兼
用
し
て
い
る
。出
せ
る
資

源
ご
み
の
種
類
も
違
う
の
で
、ご
み
出
し

方
法
を
変
更
さ
せ
ず
に
継
続
さ
せ
る
。

問
　介
護
認
定
者
、一
人
暮
ら
し
、運
転
免

許
証
返
納
、高
齢
化
社
会
に
向
か
い
ご
み

出
し
が
困
難
な
人
に
対
し
町
と
し
て
の

支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

答（
町
民
環
境
課
長
）

　
　
指
定
袋
に
入
る
程
度
の
生
活
ご
み
に
つ

い
て
は
、介
護
保
険
事
業
に
よ
る
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
。ま
た
、粗
大

ご
み
に
つ
い
て
は
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

問
　美
化
セ
ン
タ
ー
は
、今
後
ど
の
よ
う
な

計
画
を
も
っ
て
廃
炉
に
す
る
の
か
又
内
部

設
備
の
撤
去
解
体
ま
で
の
計
画
を
伺
う
。

答（
町
民
環
境
課
長
）

　
　
最
終
焼
却
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、炉
内

清
掃
を
行
う
。ま
た
、撤
去
に
つ
い
て
は
、

再
利
用
も
含
め
て
令
和
2
年
度
中
に
方

針
を
検
討
す
る
。

本
庁
直
轄
に
な
っ
た
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

効
果
成
果
を
問
う

答
相
談
に
対
し
解
決
ま
で
の
精
度
が
高
ま
っ
た

問
　令
和
元
年
4
月
よ
り
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
本

庁
健
康
福
祉
課
直
轄
に
変
更
さ
れ
た
。本

庁
へ
の
移
動
で
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

つ
な
げ
る
た
め
と
の
説
明
。

　
　直
轄
事
業
に
な
り
1
年
が
た
っ
た
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
効
果
成
果
は

ど
う
か
伺
う
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）

　
　
早
期
の
相
談
か
ら
受
け
付
け
る
こ
と
が

で
き
た
。さ
ら
に
、相
談
件
数
も
増
え
た
。

問
　カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
窓
口
対
応
に
つ
き
、

改
善
の
考
え
は
無
い
か
伺
う
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）

　
　
必
要
時
、テ
ー
ブ
ル
席
や
会
議
室
を
利

用
し
て
い
る
。

問
　本
庁
へ
移
り
1
年
が
経
ち
財
政
面
の

検
証
を
伺
う
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）

　
　
介
護
支
援
専
門
員
の
退
職
に
伴
い
非
正

規
職
員
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
減
額
し

て
い
る
が
事
業
費
は
ほ
ぼ
同
額
。

問
　予
算
が
町
民
環
境
課
と
健
康
福
祉
課

に
ま
た
い
で
い
る
が
、ど
の
様
な
効
果
を

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答（
健
康
福
祉
課
）

　
　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
監
督
機
能
と
し

て
ふ
た
つ
の
課
で
役
割
の
明
確
化
。

問
　コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
高
齢
者
対
応
は
ど

う
か
伺
う
。

答（
健
康
福
祉
課
）

　
　
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、住
民
に
対
し
て

相
談
窓
口
、帰
国
者・接
触
者
セ
ン
タ
ー
の

周
知
を
し
て
い
る
。

　問
　小
中
学
校
の
現
況
把
握
は
ど
う
か

伺
う
。

答（
教
育
課
長
）

　
　
現
在
、小
学
生
35
%
、中
学
生
85
%
が
所

持
し
て
い
る
。

問
　所
持
使
用
に
つ
き
最
大
限
の
危
険
回

避
が
必
要
で
あ
る
が
、今
後
の
取
り
組
み

を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
ス
マ
ホ
等
使
用
実
態
を
把
握
し
、各
校

が
積
み
上
げ
た
取
組
の
充
実
を
図
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
。

ご
み
処
理
の
今
後
の
課
題
、運
営
に
つ
い
て
問
う

答
多
気
地
域
の
可
燃
ご
み
、不
燃
ご
み
、資
源
ご
み
に
つ
い
て
は

　
令
和
５
年
度
を
め
ど
に
香
肌
奥
伊
勢
資
源
化
広
域
連
合
に

　
統
一
す
る
計
画

前川　勝 議員
一問一答方式

森田　勉 議員
一問一答方式

子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
所
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　使
用
に
つ
い
て

廃
炉
施
設
に
つ
い
て

議
　
会

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！
　
8
人
が
一
般
質
問
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問
　民
法
の
成
年
年
齢
が
令
和
4
年
度
か

ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、対
象
と

な
る
若
者
や
家
族
の
不
安
を
解
消
す
る

た
め
当
町
の
方
針
を
伺
う
。

答（
教
育
課
長
）

　
　
成
人
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、当

町
と
し
て
は
、現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
ま
で

ど
お
り
20
歳
で
成
人
の
つ
ど
い（
仮
称
）と

し
て
、開
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　小
学
校
統
合
検
討
委
員
会
が
行
わ
れ

た
様
子
や
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答（
教
育
課
長
）

 

　こ
れ
ま
で
に
7
回
検
討
委
員
会
を
開
催

し
て
い
る
。第
1
回
目
は
、多
気
地
域
小

学
校
の
施
設
と
児
童
数
の
現
状
及
び
複

式
学
級
に
つ
い
て
、第
2
回
目
は
県
内
の

複
式
学
級
の
状
況
や
学
校
規
模
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト・デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、第
3

回
目
は
町
内
小
学
校
に
お
け
る
メ
リ
ッ

ト・デ
メ
リ
ッ
ト
。第
4
回
目
は
こ
れ
ま
で

の
検
討
委
員
会
の
中
で
、委
員
の
皆
さ
ん

か
ら
、統
合
と
な
っ
た
場
合
に
費
用
が
ど

の
程
度
か
か
る
の
か
、ま
た
、児
童
の
通

学
は
ど
う
な
る
の
か
、委
員
以
外
に
も
、い

ろ
ん
な
意
見
を
広
く
聞
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
、統
合
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

協
議
を
し
た
。第
5
回
目
は
、小
学
校
統

合
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告

し
た
。第
6・7
回
目
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
ま
と
め
及
び
答
申
案
に
つ
い
て
協
議

を
し
た
。

問
　小
学
校
統
合
検
討
委
員
会
か
ら
答
申

書
を
提
出
さ
れ
た
後
の
予
定
と
そ
の
意

義
を
伺
う
。

答（
教
育
課
長
）

　
　
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
、答
申
及
び
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
地
域
の
方
々
に
報
告
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
中

で
、保
護
者
な
ら
び
に
地
域
の
方
々
に
い

ろ
ん
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。そ
の

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
留
意
し
、将
来
的

な
統
合
の
実
施
に
十
分
ご
理
解
を
得
れ
る

よ
う
、進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
小
中
学
校
休
校
に

つ
い
て
問
う

答
3
月
2
日
か
ら
の
休
校
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を
し
た
う
え
で
、

　教
員
に
よ
る
家
庭
訪
問
な
ど
を
実
施
し
家
庭
状
況
の
把
握
も
す
る

問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

大
し
、小
中
学
校
が
一
斉
休
校
と
な
っ
た

が
、共
働
き
家
庭
は
子
ど
も
だ
け
で
ど
う

過
ご
す
の
か
。仕
事
を
休
め
な
い
親
も
い

る
が
、特
に
低
学
年
の
子
ど
も
は
ど
う
し

た
ら
良
い
の
か
、更
に
休
校
が
長
期
に
渡

る
と
子
ど
も
達
の
ス
ト
レ
ス
が
心
配
だ
。

体
調
を
崩
さ
な
い
か
学
校
と
し
て
ど
う

考
え
る
の
か
。登
校
日
が
な
い
と
、学
校

は
子
ど
も
の
家
庭
で
の
学
習
状
況
、子
ど

も
た
ち
の
様
子
は
見
ら
れ
な
い
が
ど
う

考
え
る
の
か
。

答（
教
育
長
）

　
　
教
職
員
や
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
突
然

の
別
れ
程
辛
い
こ
と
は
な
い
。家
庭
訪
問

や
保
護
者
連
絡
等
、丁
寧
に
行
う
よ
う
校

長
会
に
お
い
て
指
示
、各
校
の
取
組
や
情

報
の
共
有
を
行
っ
て
い
る
。

問
　防
災
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
防
災
士
が

多
気
町
は
大
変
少
な
い
。他
市
町
で
は
防

災
士
の
認
定
講
習
に
助
成
し
て
育
成
に

力
を
い
れ
て
い
る
。防
災
士
を
更
に
育
成

強
化
し
て
行
く
考
え
は
。次
に
台
風
で
停

電
が
長
期
化
す
る
と
防
災
情
報
が
発
信

で
き
な
く
な
る
。昨
年
他
県
で
は
停
電
が

1
か
月
に
及
ん
だ
。速
や
か
に
電
気
が
回

復
で
き
る
よ
う
電
力
会
社
と
停
電
復
旧

協
定
が
結
べ
な
い
か
。

答（
総
務
課
長
）

　
　
防
災
士
に
つ
い
て
は
、自
主
防
災
組
織

等
に
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、電
力
会
社
と
の
協
定
は
締
結
し
て

い
な
い
が
、停
電
時
に
は
、以
前
に
比
べ

て
、迅
速
な
復
旧
工
事
の
実
施
や
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
情
報
提
供
の
改
善
が

図
ら
れ
て
き
て
い
る
。

問
　介
護
を
要
し
な
い
生
活
を
送
り
健
康

寿
命
を
如
何
に
伸
ば
す
か
。国
保
の
受
診

率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
考
え
を
伺
う
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）

　
　
平
成
21
年
度
よ
り
各
地
区
健
康
を
考

え
る
会
に
よ
る
受
診
率
向
上
や
健
康
づ

く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。集
団
健

診
に
お
け
る
土
日
祝
日
開
催
や
、が
ん
検

診
と
同
日
開
催
な
ど
、今
後
も
健
診
の
受

け
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
受
診
勧

奨
を
実
施
し
て
い
く
。

成
人
式
の
今
後
に
つ
い
て

答
こ
れ
ま
で
ど
お
り
20
歳
で
開
催
予
定

▪
多
気
町
地
方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

木戸口勉幸 議員
一問一答方式

松浦  慶子 議員
一問一答方式

防
災
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

小
学
校
統
合
検
討
委
員
会
に
つ
い
て

議
　
会

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！
　
8
人
が
一
般
質
問
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◆
一
八
会
の
誕
生
は

☆
き
っ
か
け
は
、1
9
8
7
年（
昭
和
62
年
）

信
州
大
学
玉
井
袈
裟
男
教
授
の
地
域
づ

く
り
講
演
会
で「
条
件
の
悪
い
こ
と
を
悲

観
す
る
必
要
は
な
い
」「
僻
地
だ
か
ら
こ
そ

誇
れ
る
も
の
が
あ
る
」「あ
な
た
の
地
域
に

勝
れ
る
宝
が
あ
る
」と
説
か
れ
ま
し
た
。

　
　
同
年
暮
れ
、地
域
の
若
者
が
集
い
除

夜
の
鐘
突
き
を
始
め
た
の
が「
一
八
会
」

の
誕
生
。

　
　
前
年
に
観
音
様
1
1
0
0
年
祭
を
実

現
し
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。

◆
一
八
会
の
語
源
は
、名
前
の
読
み
方
は

☆
名
前
の
由
来
は
、観
音
様
の
命
日
が
一

八
日
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
決
め
ま
し
た
。

読
み
方
は「
い
ち
は
ち
会
」で
す
。

◆
年
間
行
事
予
定
は

★
近
長
谷
寺
の
除
夜
の
鐘
突
き
平
成
29
年

は
や
む
な
く
中
止
を
し
ま
し
た
が
、翌

年
よ
り
再
開
。

★
近
長
谷
寺

十
一
面
観
音

を
中
心
と
し

て
、毎
年
２

月
18
日
開

催「
春
季
厄

除
大
会
式
」

★
「
車
田
」
誕
生

1
9
9
8（
平
成

10
）年
十
一
面
観

音
に
ち
な
み
半
径

11
メ
ー
ト
ル
の
円

形
の
田
で
、餅
米

を
栽
培
し
振
る
舞

い
に
使
い
ま
す
。

　
　
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、再
開
に

向
け
地
力
増
強
の
土
壌
改
良
等
行
っ
て

い
て
、水
の
確
保
が
課
題
で
２
年
後
の

再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
長
年
に
わ
た
る
継
続
の
秘
訣
は

★
先
人
が
続
け
ら
れ
て
き
た
も
の
を
守
ろ

う
と
の
思
い
で
す
。先
に
立
っ
て
や
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
逵
会
長
を
は
じ
め
、長
谷

区
全
13
戸
皆
さ
ん
の
協
力
で
進
め
て
来

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。し
か
し
、若
者

が
い
な
く
高
齢
化
が
進
み
今
後
は
、他

の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
く
必
要
も
出
て

く
る
か
と
思
い
ま
す
。

◆
議
会
、行
政
に
望
む
こ
と
は

★
災
害
の
傷
跡
が
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
、

今
後
に
つ
い
て
も
早
い
修
復
の
実
現
を

望
み
ま
す
。

★
議
会
も
色
々
な
と
こ
ろ
に
足
を
運
ん
で

も
ら
い
、町
民
の
話
を
聞
い
て
頂
く
事

を
お
願
い
し
ま
す
。

多
気
の
ま
ち
か
ど
か
ら   

多
気
の
ま
ち
か
ど
か
ら   Vol.30

地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

　
　長
谷
区
一
八
会
を
訪
れ
話
を

　
　
　
　
　
　
　
　伺
い
ま
し
た

地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

　
　長
谷
区
一
八
会
を
訪
れ
話
を

　
　
　
　
　
　
　
　伺
い
ま
し
た

▼
２
月
27
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

大
発
生
が
予
想
さ
れ
る
中
、総
理
大

臣
よ
り
突
然
の
要
請
が
出
さ
れ
た
。

小
中
高
特
別
学
校
等
の
一
斉
休
校

で
あ
る
。全
国
殆
ど
の
学
校
で
３
月

２
日
よ
り
休
校
に
入
り
、学
校
関
係

者
、保
護
者
は
も
と
よ
り
子
ど
も
た

ち
が
一
番
大
変
な
経
験
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

▼
当
町
も
卒
業
式
、入
学
式
が
そ
れ
ぞ

れ
本
人
、保
護
者
、教
育
関
係
者
の

み
で
行
わ
れ
、式
典
と
し
て
寂
し
い

気
が
す
る
。が
し
か
し
、非
常
事
態

の
時
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、行
え

た
こ
と
を
喜
ぶ
べ
き
な
の
か
も
分
か

ら
な
い
。

▼
３
月・４
月
、日
本
も
世
界
中
で
も
大

発
生
が
見
ら
れ
大
変
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
。世
界
中
で
爆
発
的
患
者
急

増
を
防
ぐ
た
め
、不
要
不
急
の
外
出

自
粛
を
求
め
た
。ま
た
、国
よ
り
４

月
16
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
全
国

に
出
さ
れ
、今
後
の
補
償
の
あ
り
方

も
気
に
な
る
。

▼
ま
だ
収
束
を
語
る
に
は
早
い
が
、今

後
の
た
め
に
今
回
の
危
機
管
理
対

策・学
校
対
応
に
つ
い
て
最
大
限
の

検
証
を
す
る
こ
と
が
当
町
に
も
求
め

ら
れ
る
。

▼
研
究
ま
っ
た
だ
中
だ
ろ
う
、１
日
も

早
い
特
効
薬
の
開
発
が
待
た
れ
る

と
と
も
に
、収
束
を
願
う
ば
か
り
で

あ
る
。

（
Ｍ・Ｍ
）

　平
成
29
年
10

月
台
風
21
号
に
よ

り
、未
曾
有
の
大

災
害
を
乗
り
越

え
、車
田
の
再
開

も
視
野
に
入
れ
活

動
さ
れ
て
い
る
。

今
や
継
続
35
年
に

な
る
と
の
話
。

▲インタビュー風景

▲近長谷寺
　十一面観音▲近長谷寺の鐘突き堂

▲

火
渡
り
風
景

▲

現
在
の
車
田

議
　
会

た
き
の
ま
ち
か
ど
か
ら
　
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

＆ 

多
気
の
風
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問
　
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ウ
ン
工
業
ゾ
ー
ン
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答（
副
町
長
）

　
　
2
月
中
に
用
地
契
約
が
出
来
な
か
っ
た

が
、3
月
に
は
2
社
と
売
買
契
約
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
。

問
　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
の

準
備
状
況
、特
に
大
会
後
の
レ
ガ
シ
ー
対

応
を
中
心
に
伺
う
。

答（
教
育
課
長
）

　
　
カ
ヌ
ー
体
験
会
等
を
通
じ
て
カ
ヌ
ー
競

技
の
普
及
や
櫛
田
川
の
魅
力
を
関
係
団

体
と
連
携
し
発
信
し
て
い
き
た
い
。

問
　
持
続
可
能
な
町（
地
域
）の
つ
く
り
方

に
つ
い
て
伺
う
。

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
町
民
意
見
募
集
）

及
び
政
策
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
に
つ

い
て
。

②
防
災
・
減
災
に
お
い
て
受
援
計
画
・
男
女

共
同
参
画
の
必
要
性
に
つ
い
て
。

③
地
域
共
生
社
会
実
現
へ
の
課
題
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

④
分
権
改
革
と
地
域
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
。

答（
町
長
）

　
　
審
議
会
委
員
や
各
種
団
体
等
か
ら
の

意
見
等
を
参
考
に
、施
策
に
反
映
さ
せ
て

い
る
。ま
た
、防
災
に
お
い
て
は
、例
え
ば
、

避
難
所
に
お
け
る
女
性
の
目
線
に
立
っ
た

役
割
分
担
や
運
営
等
が
重
要
と
考
え
る
。

問
　
J
D
I
主
力
工
場（
白
山
）売
却
へ
シ
ャ
ー

プ
と
調
整
な
る
新
聞
報
道
を
含
め
て
伺
う
。

答（
町
長
）

　
　
民
間
企
業
の
経
営
に
係
る
内
容
で
あ

り
、町
が
そ
れ
に
つ
い
て
、何
か
言
え
る
立
場

で
は
な
い
。あ
く
ま
で
も
、民
間
企
業
自
身

で
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
　
進
捗
状
況
に
付
い
て
伺
う
。

答（
企
画
調
整
課
長
）

　
　
現
在
、造
成
工
事
と
併
行
し
て
ホ
テ
ル

の
建
築
中
。来
年
度
に
は
国
道
拡
幅
等
イ

ン
フ
ラ
工
事
が
着
工
予
定
。

４
月
か
ら
始
ま
る
小
学
校
英
語
授
業
の
対
応
は

答
月
曜
日
の
６
限
目
を
新
た
に
英
語
授
業
に
充
て
る

問
　
2
0
2
0
年
は「
教
育
改
革
」と
呼
ば

れ
変
化
が
あ
る
。
一
番
大
き
い
の
は
、4

月
か
ら
始
ま
る
小
学
校
の
英
語
教
育
、2

年
前
か
ら
移
行
措
置
と
し
て
既
に
活
動

が
始
ま
っ
て
い
る
。今
後
は
、義
務
化
さ

れ
て
教
科
と
し
て
英
語
が
増
え
成
績
も

つ
け
ら
れ
る
。限
ら
れ
た
時
間
枠
で
英
語

授
業
に
関
わ
る
取
組
み
を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
平
成
30
年
度
か
ら
移
行
期
間
と
し
て

国
の
定
め
る
50
時
間
を
超
え
た
70
時
間

を
確
保
し
、先
行
実
施
を
行
っ
て
き
た
。

令
和
2
年
度
か
ら
は
、月
曜
日
の
6
限
目

に
授
業
時
間
を
確
保
し
、進
め
て
い
く
。

問
　
小
学
校
の
先
生
は
、ク
ラ
ス
担
任
に
英

語
授
業
が
導
入
さ
れ
る
と
教
員
の
負
担

が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。英
語
を
教
え
た

経
験
が
な
い
先
生
が
多
い
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、指
導
体
制
の
充
実
を
ど
の
様
に

進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
小
学
校
教
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
、

平
成
30
年
度
よ
り
A
L
T（
外
国
語
指
導

助
手
）・C
I
R（
国
際
交
流
員
）を
含
め
た

町
内
全
小
学
校
の
同
学
年
教
員
研
修
会

を
開
催
し
て
い
る
。そ
こ
で
、指
導
計
画
作

成
、授
業
で
活
用
す
る
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
や
ス
モ
ー
ル
ト
ー
ク
の
上

達
に
向
け
練
習
を
行
い
、互
い
に
学
び
合

え
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

問
　
A
L
T・C
I
R
が
就
任
し
て
い
る
が

そ
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
A
L
T
の
活
用
内
容
は
、外
国
語
の

授
業
だ
け
で
な
く
、児
童
生
徒
が
英
語
に

触
れ
、慣
れ
親
し
め
る
機
会
と
な
る
よ

う
、休
憩
・
給
食
時
間
、全
校
活
動
な
ど

を
設
定
。

問
　
中
学
校
の
英
語
学
習
は
、実
践
的
な

内
容
に
な
り
、大
き
く
変
わ
る
過
渡
期

で
あ
る
こ
と
か
ら
小
学
校
と
中
学
校
の

英
語
教
育
の
接
続
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
小
学
校
外
国
語
研
修
会
へ
の
中
学
校

教
員
の
参
加
や
授
業
参
観
な
ど
充
実
さ

せ
た
い
。

ク
リ
ス
タ
ル
タ
ウ
ン
工
業
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
に

つ
い
て

答
3
月
に
は
2
社
と
売
買
契
約
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

山際　照男 議員
一問一答方式

田牧　正義 議員
一問一答方式

シ
ャ
ー
プ
三
重
工
場
の
動
向
に
つ
い
て

国
体
カ
ヌ
ー
競
技
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
町
つ
く
り
に
つ
い
て

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
に
つ
い
て

議
　
会

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！
　
8
人
が
一
般
質
問
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◆
一
八
会
の
誕
生
は

☆
き
っ
か
け
は
、1
9
8
7
年（
昭
和
62
年
）

信
州
大
学
玉
井
袈
裟
男
教
授
の
地
域
づ

く
り
講
演
会
で「
条
件
の
悪
い
こ
と
を
悲

観
す
る
必
要
は
な
い
」「
僻
地
だ
か
ら
こ
そ

誇
れ
る
も
の
が
あ
る
」「あ
な
た
の
地
域
に

勝
れ
る
宝
が
あ
る
」と
説
か
れ
ま
し
た
。

　
　
同
年
暮
れ
、地
域
の
若
者
が
集
い
除

夜
の
鐘
突
き
を
始
め
た
の
が「
一
八
会
」

の
誕
生
。

　
　
前
年
に
観
音
様
1
1
0
0
年
祭
を
実

現
し
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。

◆
一
八
会
の
語
源
は
、名
前
の
読
み
方
は

☆
名
前
の
由
来
は
、観
音
様
の
命
日
が
一

八
日
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
決
め
ま
し
た
。

読
み
方
は「
い
ち
は
ち
会
」で
す
。

◆
年
間
行
事
予
定
は

★
近
長
谷
寺
の
除
夜
の
鐘
突
き
平
成
29
年

は
や
む
な
く
中
止
を
し
ま
し
た
が
、翌

年
よ
り
再
開
。

★
近
長
谷
寺

十
一
面
観
音

を
中
心
と
し

て
、毎
年
２

月
18
日
開

催「
春
季
厄

除
大
会
式
」

★
「
車
田
」
誕
生

1
9
9
8（
平
成

10
）年
十
一
面
観

音
に
ち
な
み
半
径

11
メ
ー
ト
ル
の
円

形
の
田
で
、餅
米

を
栽
培
し
振
る
舞

い
に
使
い
ま
す
。

　
　
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、再
開
に

向
け
地
力
増
強
の
土
壌
改
良
等
行
っ
て

い
て
、水
の
確
保
が
課
題
で
２
年
後
の

再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
長
年
に
わ
た
る
継
続
の
秘
訣
は

★
先
人
が
続
け
ら
れ
て
き
た
も
の
を
守
ろ

う
と
の
思
い
で
す
。先
に
立
っ
て
や
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
逵
会
長
を
は
じ
め
、長
谷

区
全
13
戸
皆
さ
ん
の
協
力
で
進
め
て
来

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。し
か
し
、若
者

が
い
な
く
高
齢
化
が
進
み
今
後
は
、他

の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
く
必
要
も
出
て

く
る
か
と
思
い
ま
す
。

◆
議
会
、行
政
に
望
む
こ
と
は

★
災
害
の
傷
跡
が
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
、

今
後
に
つ
い
て
も
早
い
修
復
の
実
現
を

望
み
ま
す
。

★
議
会
も
色
々
な
と
こ
ろ
に
足
を
運
ん
で

も
ら
い
、町
民
の
話
を
聞
い
て
頂
く
事

を
お
願
い
し
ま
す
。

多
気
の
ま
ち
か
ど
か
ら   
多
気
の
ま
ち
か
ど
か
ら   Vol.30

地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

　
　長
谷
区
一
八
会
を
訪
れ
話
を

　
　
　
　
　
　
　
　伺
い
ま
し
た

地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

　
　長
谷
区
一
八
会
を
訪
れ
話
を

　
　
　
　
　
　
　
　伺
い
ま
し
た

▼
２
月
27
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

大
発
生
が
予
想
さ
れ
る
中
、総
理
大

臣
よ
り
突
然
の
要
請
が
出
さ
れ
た
。

小
中
高
特
別
学
校
等
の
一
斉
休
校

で
あ
る
。全
国
殆
ど
の
学
校
で
３
月

２
日
よ
り
休
校
に
入
り
、学
校
関
係

者
、保
護
者
は
も
と
よ
り
子
ど
も
た

ち
が
一
番
大
変
な
経
験
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

▼
当
町
も
卒
業
式
、入
学
式
が
そ
れ
ぞ

れ
本
人
、保
護
者
、教
育
関
係
者
の

み
で
行
わ
れ
、式
典
と
し
て
寂
し
い

気
が
す
る
。が
し
か
し
、非
常
事
態

の
時
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、行
え

た
こ
と
を
喜
ぶ
べ
き
な
の
か
も
分
か

ら
な
い
。

▼
３
月・４
月
、日
本
も
世
界
中
で
も
大

発
生
が
見
ら
れ
大
変
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
。世
界
中
で
爆
発
的
患
者
急

増
を
防
ぐ
た
め
、不
要
不
急
の
外
出

自
粛
を
求
め
た
。ま
た
、国
よ
り
４

月
16
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
全
国

に
出
さ
れ
、今
後
の
補
償
の
あ
り
方

も
気
に
な
る
。

▼
ま
だ
収
束
を
語
る
に
は
早
い
が
、今

後
の
た
め
に
今
回
の
危
機
管
理
対

策・学
校
対
応
に
つ
い
て
最
大
限
の

検
証
を
す
る
こ
と
が
当
町
に
も
求
め

ら
れ
る
。

▼
研
究
ま
っ
た
だ
中
だ
ろ
う
、１
日
も

早
い
特
効
薬
の
開
発
が
待
た
れ
る

と
と
も
に
、収
束
を
願
う
ば
か
り
で

あ
る
。

（
Ｍ・Ｍ
）

　平
成
29
年
10

月
台
風
21
号
に
よ

り
、未
曾
有
の
大

災
害
を
乗
り
越

え
、車
田
の
再
開

も
視
野
に
入
れ
活

動
さ
れ
て
い
る
。

今
や
継
続
35
年
に

な
る
と
の
話
。

▲インタビュー風景

▲近長谷寺
　十一面観音▲近長谷寺の鐘突き堂

▲

火
渡
り
風
景

▲

現
在
の
車
田

議
　
会

た
き
の
ま
ち
か
ど
か
ら
　
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

＆ 

多
気
の
風

広報たき 2020.5 Vol.173

問
　
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ウ
ン
工
業
ゾ
ー
ン
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答（
副
町
長
）

　
　
2
月
中
に
用
地
契
約
が
出
来
な
か
っ
た

が
、3
月
に
は
2
社
と
売
買
契
約
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
。

問
　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
の

準
備
状
況
、特
に
大
会
後
の
レ
ガ
シ
ー
対

応
を
中
心
に
伺
う
。

答（
教
育
課
長
）

　
　
カ
ヌ
ー
体
験
会
等
を
通
じ
て
カ
ヌ
ー
競

技
の
普
及
や
櫛
田
川
の
魅
力
を
関
係
団

体
と
連
携
し
発
信
し
て
い
き
た
い
。

問
　
持
続
可
能
な
町（
地
域
）の
つ
く
り
方

に
つ
い
て
伺
う
。

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
町
民
意
見
募
集
）

及
び
政
策
に
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
に
つ

い
て
。

②
防
災
・
減
災
に
お
い
て
受
援
計
画
・
男
女

共
同
参
画
の
必
要
性
に
つ
い
て
。

③
地
域
共
生
社
会
実
現
へ
の
課
題
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

④
分
権
改
革
と
地
域
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
。

答（
町
長
）

　
　
審
議
会
委
員
や
各
種
団
体
等
か
ら
の

意
見
等
を
参
考
に
、施
策
に
反
映
さ
せ
て

い
る
。ま
た
、防
災
に
お
い
て
は
、例
え
ば
、

避
難
所
に
お
け
る
女
性
の
目
線
に
立
っ
た

役
割
分
担
や
運
営
等
が
重
要
と
考
え
る
。

問
　
J
D
I
主
力
工
場（
白
山
）売
却
へ
シ
ャ
ー

プ
と
調
整
な
る
新
聞
報
道
を
含
め
て
伺
う
。

答（
町
長
）

　
　
民
間
企
業
の
経
営
に
係
る
内
容
で
あ

り
、町
が
そ
れ
に
つ
い
て
、何
か
言
え
る
立
場

で
は
な
い
。あ
く
ま
で
も
、民
間
企
業
自
身

で
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
　
進
捗
状
況
に
付
い
て
伺
う
。

答（
企
画
調
整
課
長
）

　
　
現
在
、造
成
工
事
と
併
行
し
て
ホ
テ
ル

の
建
築
中
。来
年
度
に
は
国
道
拡
幅
等
イ

ン
フ
ラ
工
事
が
着
工
予
定
。

４
月
か
ら
始
ま
る
小
学
校
英
語
授
業
の
対
応
は

答
月
曜
日
の
６
限
目
を
新
た
に
英
語
授
業
に
充
て
る

問
　
2
0
2
0
年
は「
教
育
改
革
」と
呼
ば

れ
変
化
が
あ
る
。
一
番
大
き
い
の
は
、4

月
か
ら
始
ま
る
小
学
校
の
英
語
教
育
、2

年
前
か
ら
移
行
措
置
と
し
て
既
に
活
動

が
始
ま
っ
て
い
る
。今
後
は
、義
務
化
さ

れ
て
教
科
と
し
て
英
語
が
増
え
成
績
も

つ
け
ら
れ
る
。限
ら
れ
た
時
間
枠
で
英
語

授
業
に
関
わ
る
取
組
み
を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
平
成
30
年
度
か
ら
移
行
期
間
と
し
て

国
の
定
め
る
50
時
間
を
超
え
た
70
時
間

を
確
保
し
、先
行
実
施
を
行
っ
て
き
た
。

令
和
2
年
度
か
ら
は
、月
曜
日
の
6
限
目

に
授
業
時
間
を
確
保
し
、進
め
て
い
く
。

問
　
小
学
校
の
先
生
は
、ク
ラ
ス
担
任
に
英

語
授
業
が
導
入
さ
れ
る
と
教
員
の
負
担

が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。英
語
を
教
え
た

経
験
が
な
い
先
生
が
多
い
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、指
導
体
制
の
充
実
を
ど
の
様
に

進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
小
学
校
教
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
、

平
成
30
年
度
よ
り
A
L
T（
外
国
語
指
導

助
手
）・C
I
R（
国
際
交
流
員
）を
含
め
た

町
内
全
小
学
校
の
同
学
年
教
員
研
修
会

を
開
催
し
て
い
る
。そ
こ
で
、指
導
計
画
作

成
、授
業
で
活
用
す
る
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
や
ス
モ
ー
ル
ト
ー
ク
の
上

達
に
向
け
練
習
を
行
い
、互
い
に
学
び
合

え
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

問
　
A
L
T・C
I
R
が
就
任
し
て
い
る
が

そ
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
A
L
T
の
活
用
内
容
は
、外
国
語
の

授
業
だ
け
で
な
く
、児
童
生
徒
が
英
語
に

触
れ
、慣
れ
親
し
め
る
機
会
と
な
る
よ

う
、休
憩
・
給
食
時
間
、全
校
活
動
な
ど

を
設
定
。

問
　
中
学
校
の
英
語
学
習
は
、実
践
的
な

内
容
に
な
り
、大
き
く
変
わ
る
過
渡
期

で
あ
る
こ
と
か
ら
小
学
校
と
中
学
校
の

英
語
教
育
の
接
続
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
伺
う
。

答（
教
育
長
）

　
　
小
学
校
外
国
語
研
修
会
へ
の
中
学
校

教
員
の
参
加
や
授
業
参
観
な
ど
充
実
さ

せ
た
い
。

ク
リ
ス
タ
ル
タ
ウ
ン
工
業
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
に

つ
い
て

答
3
月
に
は
2
社
と
売
買
契
約
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

山際　照男 議員
一問一答方式

田牧　正義 議員
一問一答方式

シ
ャ
ー
プ
三
重
工
場
の
動
向
に
つ
い
て

国
体
カ
ヌ
ー
競
技
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
町
つ
く
り
に
つ
い
て

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
に
つ
い
て

議
　
会

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！
　
8
人
が
一
般
質
問
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まずはお電話お待ちしています庭木のお手入れプロ

樹木が伸びすぎてお困りの方へ

やまやま

山神園芸山神園芸
しし

0596-58-70920596-58-7092
（携帯 080-1551-3451）（携帯 080-1551-3451）

玉城町矢野 579-8（代表：高橋）玉城町矢野 579-8（代表：高橋）

TEL
FAX
TEL
FAX

小野たくみ司法書士事務所

まずはお気軽にご相談ください!!　　　　　　

ＴＥＬ ０５９８－３０－６０６１
多気町三疋田489番地8

交通事故・後遺障害・過払い金・借金
相続・遺言・企業法務・労災・刑事 他

相談料０円
夜間・土日祝相談可（要予約）

松阪駅法律事務所 
<三重弁護士会>

松阪駅

1分

津駅・名古屋駅・豊田市駅・岐阜駅・東京駅近く 他

松阪市京町508-1 101ビル

※主たる事務所は愛知県弁護士会所属 ※費用には例外や変更もありますので、詳しくはホームページをご覧ください ※本広告は令和2年4月時点のものです

他の
事務所

交通事故被害・後遺障害
過払い金・借金・相続・遺言
労災以外は初回30分程度（  　　　）

所属弁護士40名以上!!

総
合
受
付

平日9時～21時・土日祝9時～18時受付

詳細は ⇒ https://www.kokoro.law

よ い に し おさん

0120-41-24030120-41-2403

交通事故
損害賠償額

後遺障害
適正等級・ 過払い金 遺 言 書

無料診断サービス 無料診断サービス無料診断サービス

12/31～1/3は除く。大型連休中の休業や臨時
休業もございます。詳細はHPをご覧ください（　 　　　　　　　　　　 　　）

　
　
例
年
6
月
第
2
日
曜
日
に

開
催
し
て
い
る
「
大
師
の
里
・

彦
左
衛
門
の
あ
じ
さ
い
ま
つ

り
」
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
、
開
催
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
☎（
４
９
）７
０
７
７

イ
ベ
ン
ト
中
止
の

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
中
止
の

お
知
ら
せ

お
し
ら
せ

おしらせ
　
福
祉・介
護
職
員
の
人
材
不
足

を
改
善
す
る
た
め
、働
い
て
い
な
い

方
を
対
象
に
介
護
職
員
初
任
者

研
修
及
び
生
活
援
助
従
事
者
研

修
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
要
件

　
三
重
県
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
働
い
て
い
な
い
方
で
、概
ね
70

歳
未
満
の
方
。

●
募
集
定
員

　
各
39
名（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

●
受
講
料

　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

▼
第
1
回
介
護
職
員
初
任
者
研
修

●
募
集
期
間

　
令
和
2
年
5
月
8
日（
金
）〜

6
月
2
日（
火
）（
必
着
）

●
研
修
期
間

　
令
和
2
年
6
月
10
日（
水
）〜

7
月
31
日（
金
）（
23
日
間
）

●
受
講
場
所

　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館（
津
市

桜
橋
2-

1
3
1
）

▼
第
2
回
介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
地
域
開
催
）

　
眠
っ
て
い
る
資
格
を
も
う
一
度

活
か
し
ま
せ
ん
か
?

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
な
ど

介
護
の
資
格
は
持
っ
て
い
る
け
れ

ど
、介
護
の
職
に
就
く
こ
と
が
不
安

な
方
や
、復
帰
し
た
け
れ
ど
、も
う

一
度『
介
護
の
基
本
』を
学
び
直
し

た
い
と
お
考
え
の
方
を
対
象
に
、介

護
の
知
識
や
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

が
で
き
る
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。就
労
相
談
も
行
い
ま
す
の
で

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
津
会
場

　
6
月
18
日（
木
）、24
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜 

三
重
県
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー

※
1
日
の
み
の
受
講
や
他
会
場
と

の
組
合
せ
も
可
能
で
す
。

　
　
詳
し
く
は
三
重
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
対  

象

　
　
介
護
等
の
資
格
を
お
持
ち

で
、現
在
福
祉・介
護
の
仕
事
を

し
て
い
な
い
方 

も
し
く
は
、介
護

職
と
し
て
就
職
ま
た
は
復
帰

後
、概
ね
1
年
未
満
の
方

●
募
集
期
間

　
令
和
2
年
5
月
8
日（
金
）〜

7
月
27
日（
月
）（
必
着
）

●
研
修
期
間

　
令
和
2
年
8
月
4
日（
火
）〜

9
月
30
日（
水
）（
23
日
間
）

●
受
講
場
所

　
皇
學
館
大
學（
伊
勢
市
神
田
久

志
本
町
1
7
0
4
番
地
）

▼
生
活
援
助
従
事
者
研
修
1
回
目

●
募
集
期
間

　
令
和
2
年
5
月
8
日（
金
）〜

6
月
23
日（
火
）（
必
着
）

●
研
修
期
間

　
令
和
2
年
7
月
2
日（
木
）〜

8
月
11
日（
火
）（
12
日
間
）

●
受
講
場
所

　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館（
津
市

桜
橋
2-

1
3
1
）

●
申
込・問
い
合
わ
せ
先

　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
担
当

☎
0
5
9（
2
2
7
）5
1
6
0

介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）及
び

生
活
援
助
従
事
者
研
修
の

受
講
生
募
集

介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）及
び

生
活
援
助
従
事
者
研
修
の

受
講
生
募
集

介
護
有
資
格
者

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

参
加
者
募
集
！

介
護
有
資
格
者

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

参
加
者
募
集
！

公
共
職
業
訓
練

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

公
共
職
業
訓
練

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

募

　
　集

●
内  

容

　
介
護
保
険
制
度
の
動
向
、介
護

技
術
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
技
術
、

　
認
知
症
ケ
ア
、就
職
相
談
、施
設

体
験（
現
在
介
護
の
仕
事
を
し

て
い
な
い
方
の
み
） 

な
ど

●
参
加
費
…
無
料

●
定
　員
…
30
名

●
申
込・問
い
合
わ
せ
先

　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

   

☎
0
5
9（
2
2
7
）5
1
6
0 

（
平
日
：
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
） 

　
独
立
行
政
法
人
高
齢・障
害・求

職
者
雇
用
支
援
機
構
三
重
支
部

三
重
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
伊
勢
訓
練
セ
ン
タ
ー（
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
伊
勢
）☎
0
5
9
6

（
3
7
）3
1
2
1

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
伊
勢
で
は
、求

職
者
の
皆
さ
ん
が
早
期
に
再
就
職

で
き
る
よ
う
、も
の
づ
く
り
分
野
に

特
化
し
た
職
業
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
訓
練
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
伊
勢（
伊
勢

市
小
俣
町
明
野
6
8
5
）

●
対
　象

　
再
就
職
を
希
望
し
、公
共
職
業

安
定
所
に
求
職
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人

●
入
所
選
考
日

　
6
月
19
日（
金
）

※
受
講
料
は
無

料
で
す
が
、

別
途
テ
キ
ス

ト
代
・
作
業

服
代
が
必
要

で
す
。5月11日（月）

5月18日（月）
5月25日（月）
6月  1日（月）
6月  8日（月）

令和2年7月22日（水）
～令和3年1月19日（火）

ものづくりアシスト科
職場体験付コース

訓練科名 定員 訓練期間 説明会日

電気設備技術科
ビジネススキル講習付

住宅リフォーム技術科
ビジネススキル講習付

令和2年7月22日（水）
～令和3年2月17日（水）

※追加募集を行う場合がありますので、ポリテクセンター伊勢までお問い合わせください。

12人

8人

8人
いずれかの日に
必ずご参加
ください。

こころの健康相談

●実施場所
　松阪保健所（松阪庁舎1階母子診察室）
●内　容
　精神科医師による相談（予約制）
●対象者
　こころの健康に悩むご本人、ご家族、関係機関の
方（現在治療中の方を除く）

●予約先
　松阪保健所保健衛生室地域保健課
　☎0598（50）0532

　日本国憲法は、わが国の最高法規であり、国民
の権利や自由を国家権力から守る役割を担って
います。この憲法の精神や司法の役割を国民の
皆さんに理解していただくことを目的として、裁
判所では、５月３日の憲法記念日を中心とした５月
１日から７日までを「憲法週間」と定めています。
　裁判所は、国会や内閣から独立した司法権の主
体として、社会生活のルールが守られないことに
よって生じる紛争を公平適切に解決したり、罪を
犯した疑いで起訴された人について、適切な手続
に従って、有罪か無罪か、有罪のときにどのような
刑罰を科すべきかを決定する機関です。このよう
に、裁判所は、公平な裁判を通して、不法な侵害か
ら国民の権利や自由を守り、社会の正義を実現し
ています。　
　裁判所ホームページ（http://www.courts.go.jp）
では、裁判所の仕組みや役割について紹介した動
画「そこが知りたい！裁判所～裁判所の仕組みと役
割～」ほか、各種制度や手続を説明する動画を配
信しています。憲法週間の機会に、裁判所や裁判
についての理解を深めていただければ幸いです。

奇数月
（第3金曜日）
南勢病院
精神科医師
午後1時30分～
3時30分
（午後4時相談終了）

5月15日（金）
7月17日（金）
9月18日（金）
11月20日（金）

偶数月
（第３月曜日）
松阪厚生病院
精神科医師
午後１時３０分～
３時３０分
（午後４時相談終了）

1月15日（金）
3月19日（金）

実施日時

担当医師

受付時間

実 施 日

令和２年

令和3年

６月１５日（月）
８月１７日（月）
１０月１９日（月）
１２月２１日（月）

令和２年

２月１５日（月）
令和3年

「5月1日～7日は憲法週間です」
津地方裁判所総務課(059-226-4172)
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まずはお電話お待ちしています庭木のお手入れプロ

樹木が伸びすぎてお困りの方へ

やまやま

山神園芸山神園芸
しし

0596-58-70920596-58-7092
（携帯 080-1551-3451）（携帯 080-1551-3451）

玉城町矢野 579-8（代表：高橋）玉城町矢野 579-8（代表：高橋）

TEL
FAX
TEL
FAX

小野たくみ司法書士事務所

まずはお気軽にご相談ください!!　　　　　　

ＴＥＬ ０５９８－３０－６０６１
多気町三疋田489番地8

交通事故・後遺障害・過払い金・借金
相続・遺言・企業法務・労災・刑事 他

相談料０円
夜間・土日祝相談可（要予約）

松阪駅法律事務所 
<三重弁護士会>

松阪駅

1分

津駅・名古屋駅・豊田市駅・岐阜駅・東京駅近く 他

松阪市京町508-1 101ビル

※主たる事務所は愛知県弁護士会所属 ※費用には例外や変更もありますので、詳しくはホームページをご覧ください ※本広告は令和2年4月時点のものです

他の
事務所

交通事故被害・後遺障害
過払い金・借金・相続・遺言
労災以外は初回30分程度（  　　　）

所属弁護士40名以上!!

総
合
受
付

平日9時～21時・土日祝9時～18時受付

詳細は ⇒ https://www.kokoro.law

よ い に し おさん

0120-41-24030120-41-2403

交通事故
損害賠償額

後遺障害
適正等級・ 過払い金 遺 言 書

無料診断サービス 無料診断サービス無料診断サービス

12/31～1/3は除く。大型連休中の休業や臨時
休業もございます。詳細はHPをご覧ください（　 　　　　　　　　　　 　　）

　
　
例
年
6
月
第
2
日
曜
日
に

開
催
し
て
い
る
「
大
師
の
里
・

彦
左
衛
門
の
あ
じ
さ
い
ま
つ

り
」
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
、
開
催
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
☎（
４
９
）７
０
７
７

イ
ベ
ン
ト
中
止
の

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
中
止
の

お
知
ら
せ

お
し
ら
せ

おしらせ
　
福
祉・介
護
職
員
の
人
材
不
足

を
改
善
す
る
た
め
、働
い
て
い
な
い

方
を
対
象
に
介
護
職
員
初
任
者

研
修
及
び
生
活
援
助
従
事
者
研

修
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
要
件

　
三
重
県
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
働
い
て
い
な
い
方
で
、概
ね
70

歳
未
満
の
方
。

●
募
集
定
員

　
各
39
名（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

●
受
講
料

　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

▼
第
1
回
介
護
職
員
初
任
者
研
修

●
募
集
期
間

　
令
和
2
年
5
月
8
日（
金
）〜

6
月
2
日（
火
）（
必
着
）

●
研
修
期
間

　
令
和
2
年
6
月
10
日（
水
）〜

7
月
31
日（
金
）（
23
日
間
）

●
受
講
場
所

　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館（
津
市

桜
橋
2-

1
3
1
）

▼
第
2
回
介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
地
域
開
催
）

　
眠
っ
て
い
る
資
格
を
も
う
一
度

活
か
し
ま
せ
ん
か
?

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
な
ど

介
護
の
資
格
は
持
っ
て
い
る
け
れ

ど
、介
護
の
職
に
就
く
こ
と
が
不
安

な
方
や
、復
帰
し
た
け
れ
ど
、も
う

一
度『
介
護
の
基
本
』を
学
び
直
し

た
い
と
お
考
え
の
方
を
対
象
に
、介

護
の
知
識
や
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

が
で
き
る
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。就
労
相
談
も
行
い
ま
す
の
で

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
津
会
場

　
6
月
18
日（
木
）、24
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜 

三
重
県
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー

※
1
日
の
み
の
受
講
や
他
会
場
と

の
組
合
せ
も
可
能
で
す
。

　
　
詳
し
く
は
三
重
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
対  

象

　
　
介
護
等
の
資
格
を
お
持
ち

で
、現
在
福
祉・介
護
の
仕
事
を

し
て
い
な
い
方 

も
し
く
は
、介
護

職
と
し
て
就
職
ま
た
は
復
帰

後
、概
ね
1
年
未
満
の
方

●
募
集
期
間

　
令
和
2
年
5
月
8
日（
金
）〜

7
月
27
日（
月
）（
必
着
）

●
研
修
期
間

　
令
和
2
年
8
月
4
日（
火
）〜

9
月
30
日（
水
）（
23
日
間
）

●
受
講
場
所

　
皇
學
館
大
學（
伊
勢
市
神
田
久

志
本
町
1
7
0
4
番
地
）

▼
生
活
援
助
従
事
者
研
修
1
回
目

●
募
集
期
間

　
令
和
2
年
5
月
8
日（
金
）〜

6
月
23
日（
火
）（
必
着
）

●
研
修
期
間

　
令
和
2
年
7
月
2
日（
木
）〜

8
月
11
日（
火
）（
12
日
間
）

●
受
講
場
所

　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館（
津
市

桜
橋
2-

1
3
1
）

●
申
込・問
い
合
わ
せ
先

　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
担
当

☎
0
5
9（
2
2
7
）5
1
6
0

介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）及
び

生
活
援
助
従
事
者
研
修
の

受
講
生
募
集

介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）及
び

生
活
援
助
従
事
者
研
修
の

受
講
生
募
集

介
護
有
資
格
者

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

参
加
者
募
集
！

介
護
有
資
格
者

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

参
加
者
募
集
！

公
共
職
業
訓
練

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

公
共
職
業
訓
練

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

募

　
　集

●
内  

容

　
介
護
保
険
制
度
の
動
向
、介
護

技
術
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
技
術
、

　
認
知
症
ケ
ア
、就
職
相
談
、施
設

体
験（
現
在
介
護
の
仕
事
を
し

て
い
な
い
方
の
み
） 

な
ど

●
参
加
費
…
無
料

●
定
　員
…
30
名

●
申
込・問
い
合
わ
せ
先

　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

   

☎
0
5
9（
2
2
7
）5
1
6
0 

（
平
日
：
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
） 

　
独
立
行
政
法
人
高
齢・障
害・求

職
者
雇
用
支
援
機
構
三
重
支
部

三
重
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
伊
勢
訓
練
セ
ン
タ
ー（
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
伊
勢
）☎
0
5
9
6

（
3
7
）3
1
2
1

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
伊
勢
で
は
、求

職
者
の
皆
さ
ん
が
早
期
に
再
就
職

で
き
る
よ
う
、も
の
づ
く
り
分
野
に

特
化
し
た
職
業
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
訓
練
場
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
伊
勢（
伊
勢

市
小
俣
町
明
野
6
8
5
）

●
対
　象

　
再
就
職
を
希
望
し
、公
共
職
業

安
定
所
に
求
職
申
し
込
み
を
し
て

い
る
人

●
入
所
選
考
日

　
6
月
19
日（
金
）

※
受
講
料
は
無

料
で
す
が
、

別
途
テ
キ
ス

ト
代
・
作
業

服
代
が
必
要

で
す
。5月11日（月）

5月18日（月）
5月25日（月）
6月  1日（月）
6月  8日（月）

令和2年7月22日（水）
～令和3年1月19日（火）

ものづくりアシスト科
職場体験付コース

訓練科名 定員 訓練期間 説明会日

電気設備技術科
ビジネススキル講習付

住宅リフォーム技術科
ビジネススキル講習付

令和2年7月22日（水）
～令和3年2月17日（水）

※追加募集を行う場合がありますので、ポリテクセンター伊勢までお問い合わせください。

12人

8人

8人
いずれかの日に
必ずご参加
ください。

こころの健康相談

●実施場所
　松阪保健所（松阪庁舎1階母子診察室）
●内　容
　精神科医師による相談（予約制）
●対象者
　こころの健康に悩むご本人、ご家族、関係機関の
方（現在治療中の方を除く）

●予約先
　松阪保健所保健衛生室地域保健課
　☎0598（50）0532

　日本国憲法は、わが国の最高法規であり、国民
の権利や自由を国家権力から守る役割を担って
います。この憲法の精神や司法の役割を国民の
皆さんに理解していただくことを目的として、裁
判所では、５月３日の憲法記念日を中心とした５月
１日から７日までを「憲法週間」と定めています。
　裁判所は、国会や内閣から独立した司法権の主
体として、社会生活のルールが守られないことに
よって生じる紛争を公平適切に解決したり、罪を
犯した疑いで起訴された人について、適切な手続
に従って、有罪か無罪か、有罪のときにどのような
刑罰を科すべきかを決定する機関です。このよう
に、裁判所は、公平な裁判を通して、不法な侵害か
ら国民の権利や自由を守り、社会の正義を実現し
ています。　
　裁判所ホームページ（http://www.courts.go.jp）
では、裁判所の仕組みや役割について紹介した動
画「そこが知りたい！裁判所～裁判所の仕組みと役
割～」ほか、各種制度や手続を説明する動画を配
信しています。憲法週間の機会に、裁判所や裁判
についての理解を深めていただければ幸いです。

奇数月
（第3金曜日）
南勢病院
精神科医師
午後1時30分～
3時30分
（午後4時相談終了）

5月15日（金）
7月17日（金）
9月18日（金）
11月20日（金）

偶数月
（第３月曜日）
松阪厚生病院
精神科医師
午後１時３０分～
３時３０分
（午後４時相談終了）

1月15日（金）
3月19日（金）

実施日時

担当医師

受付時間

実 施 日

令和２年

令和3年

６月１５日（月）
８月１７日（月）
１０月１９日（月）
１２月２１日（月）

令和２年

２月１５日（月）
令和3年

「5月1日～7日は憲法週間です」
津地方裁判所総務課(059-226-4172)
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多気町スポーツ協会事務局
（多気トレーニングセンター内）
 ☎  （38）1131
FAX（38）2848TakiSpo Corner

■タキスポのホームページ
http://takitaikyou.web.fc2.com/

Kevin's Column Kevin's Column Kevin's Column Kevin's Column Kevin's Column

英語の慣用句英語の慣用句
　皆さん、英語のidiomsをご存知ですか。英語を勉
強したことがあれば、おそらくidioms、すなわち英語
の慣用句に触れた経験があると思います。Idioms
は、複数の単語が組み合わさっていて、英語のネイ
ティブスピーカーでなければ意味がすぐに分からな
い言葉やフレーズです。それぞれの単語を日本語に
直訳してしまうと、本来とは違う意味になってしまい
ます。もちろん、日本語にも慣用句がたくさんありま
す。私は日本語を勉強し始めた頃、「顔が広い」や「～
に目がない」というような表現を聞くたびに、いつも
戸惑っていました。このような言葉に混乱しないよう
に、正しい意味を覚えるか、柔軟に考えて推測するし
かないかもしれません。
　今回はそんなidiomsの中からいくつかの例を紹介
します。

ケビンのコーナー

　この度 4月よりタキスポ運動教室を開講予定でしたが、コロナウイルス感染拡大防止のた
め全教室を中止させていただきます。
　また、5月6日（水）までの期間下記の管理施設を休館させていただきます。ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解いただきますようお願いいたします。（休館中の土曜日、日曜日、祝日の窓口業
務は17時までとさせていただきます。）
※状況により休館期間が延長する場合もございます。HPにてご確認下さい。

コロナウイルスに伴うお知らせ

■ 多気トレーニングセンター
■ 多気スポーツ公園グラウンド・テニス場・フットサル場
■ あじさいアリーナ
■ 勢和トレーニングセンター
■ 勢和台グラウンド・テニス場　　
■ 勢和の森MTBパーク

対象の
管理施設

広報たき 2020.5 Vol.173

地域包括支援センターです！

○受付時間：月～金曜日　午前9時～午後4時（年末年始、祝日を除く）
多気町生活困窮者相談支援窓口  多気町社会福祉協議会天啓の里内
多気相談支援センター　☎（38）8091

問い合わせ

生活に困ったことが
あればご相談ください。
電話・来所にて相談を
受け付けます。

成年後見制度についての豆知識

　成年後見制度は介護保険制度と同じく導入20年を迎えました。
　成年後見制度は、判断能力が不十分な人の権利や財産を守るため、家庭裁判所が選任
した法定後見人が、本人に代わり財産管理や福祉サービスの手続き等、本人の判断能力
に応じた法律行為を行うものです。（法定後見制度のほか、任意後見制度、未成年後見制
度があります。）

　例えば、「お金の管理がむずかしい…」「福祉サービスを利用するのにひとりで契約する
のは自信がない」「携帯電話の契約を断れずにしてしまった。5台目なのに」など本人の不
安や、「生命保険の請求をしたら、本人請求しか受け付けてもらえない。本人は認知症で寝
たきりなのに。」など家族の不安等への支援となります。

【3つの類型…類型によって権限及び制限される行為内容が変わります。】

　利用するためには裁判所への申立てにかかる費用や、親族以外の人が後見人となる場合
には報酬が発生しますが、一定の条件を満たす場合には必要な支援を受けられる仕組みも
あります。
　詳しくは、問い合わせ先へご相談下さい。

問い合わせ
健康福祉課　地域包括支援センター　☎（３８）１１１４
月曜～金曜日（午前8時30分～午後5時15分）

判断能力が欠けて
いるのが通常の状
態の方

判断能力が著しく不
十分な方

判断能力が不十分
な方

後　見 保　佐 補　助

広報たき 2020.0 Vol.000
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多気町スポーツ協会事務局
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FAX（38）2848TakiSpo Corner
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英　語 直　訳 意　味
ra in ing cat s
 and dogs

猫と犬が
降っている 大雨が降っている

under the 
weather 天気の下 体調が悪い

piece o f  cake 一切れのケーキ 簡単なこと

break the ice 氷を砕く 場の緊張をほぐす

burn b r idges 橋を燃やす 誰かとの関係を
断ち切る

hold your  horses 馬を抑えて 慌てないで

spi l l  the beans 豆をこぼす 秘密を漏らす

hit  the books 本を叩く 勉強する

face the music 音楽に向き合う 現実を受け入れる

per fec t  s to rm 完璧な嵐 最悪の事態

out o f  the woods 林を抜け出す 危機を乗り越える
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The Messages from Library

からのメッセージからのメッセージ図書館図書館

●材料
アスパラガス
鶏ささみ
酒
しょうゆ
みりん
砂糖
水
すりごま

●作り方
① アスパラガスは根元の固い部分を切り落とし、熱湯でゆで
て斜めに切る。
② 鶏ささみは耐熱皿に入れて酒をふり、
ラップをかける。電子レンジで火が通るま
で6分ほど加熱する。冷めたらほぐしてお
く。
③ ボウルにAの調味料を入れてよく混
ぜ、①のアスパラガスと②のささみを加え
て和える。

250g
3本

大さじ2
大さじ1・1/2

大さじ1
小さじ1
大さじ1
大さじ3

A

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
は
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
と
い

う
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
の
成
分
が
含
ま
れ
て
お

り
、新
陳
代
謝
を
活
発
に
し
、疲
労
を
和
ら

げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

今回はアスパラガスを使ったメニューです。　日光を当てて育てたものは緑色に、土をかぶせて遮光
すると白いアスパラガスが育ちます。

アスパラガスとささみのごま和え（4人分） No.138No.138
多気町

食育推進会議
食育コーナー

勢和図書館勢和図書館・・多気図書館多気図書館

勢和図書館勢和図書館

多気図書館多気図書館

｜新｜任｜職｜員｜紹｜介｜ どうぞよろしくお願いいたします。

勢和図書館のキャラクターたちを紹介いたします！

若宮　碧 中川　知子 濱村　千穂

勢
和
図
書
館

多
気
図
書
館

わかみや　 あおい なかがわ ともこ はまむら ちほ

3
月
に
い
ろ
ん
な
方
か
ら
お
花
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

桜
は
ま
だ
少
し
し
か
咲
い
て
い
な
い
時
で
し
た
が
、

勢
和
図
書
館
内
は
一
足
早
い
小
さ
な
春
が

や
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

まじょこちゃん
　勢和図書館開館当初から
のキャラクター。いつも図
書館に来てくださる、みな
さんのことを見守ってくれ
ています。

まめっちょファミリー
　松阪市大石町出身の絵本作家、コマヤス
カンさんが、勢和図書館の
「おまめさんかなぁ」プロジェクトの
ために描いてくれたキャラクター。
　大豆を植えるところから味噌作りなどの加工までを
行うプロジェクト。毎回ブックトークやアニマシオン
をコラボ。

まじょこちゃん
まめっちょ
ファミリー

多気郷土資料館とのコラボ展示のご案内！
日本の伝統模様をあしらった着物や工芸品などの郷土資料館の企画展示に合わせて

図書館ではその関連本の展示を行います。ぜひこの機会にお越しください！

嬉し
かった
こと
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ほけんし通信家族み
んなの

「健康
生活」

を応援
します

!
家族み

んなの

「健康
生活」

を応援
します

!

問い合わせ　　健康福祉課　健康増進係　☎（38）1114

　平成27年～31年の多気町健康増進計画（第2次）は、「血液さらさらプロジェクト」として①野菜を食べ
ましょう。②10分多く体を動かしましょう。③受動喫煙に気をつけましょう。に取り組んできました。平成31
年に実施した「健康と地域福祉に関するアンケート結果」や懇談会・策定員会をへて、第3次計画の重点的
な取り組みをつぎのように決めました。

① 野菜を食べましょう
　野菜に多く含まれるカリウムは余計なナトリウム（食塩）を体外に排出するのを助けて、高血圧の予防になりま
す。野菜は、低脂肪、低エネルギーでありながら食物繊維が多く含まれています。食物繊維は、食後の血糖値の
上昇を抑える効果があります。成人は野菜を１日350gとりましょう。

緑黄色野菜　は、刻んで両手に1杯もしくは
加熱料理後、小鉢に2皿
淡色野菜　は、刻んで両手に2杯もしくは
加熱料理後、小鉢に3皿

⑤ 健（検）診を受診しましょう
　特定健診やがん検診を定期的に受けましょう。

④ 受動喫煙に気をつけましょう
　たばこの煙には4,000種類の化学物質が含まれており、そのうち200種類には有害性があり、64種類の発が
ん物質を含んでいることが知られています。受動喫
煙によりタバコを吸わない人がこれらの有害物質に
さらされていることに大きな問題があります。
WHO（世界保健機構）では、5月31日を世界禁煙
デーに定めています。日本は、この日を含む７日間

（5月31日～6月6日）を禁煙週間としています。特
に子どもや妊婦をタバコの煙から守りましょう。

③ 10分多く体を動かしましょう
　運動は、スポーツなどの「運動」と暮らしの中で身体を動かす「身体活動」に分けられます。18歳～64歳は１日
60分、65歳以上は１日40分以上を目標に、今より１日あたり10分多く体を動かしましょう。

多気町健康増進計画（第3次）　「みんなで元気健康プロジェクト」　がスタートします。

喫煙者が
吸い込む煙

【主流煙】

たばこの先から出る煙
多数の発がん性のある
化学物質が含まれる

【副流煙】

●ニコチン2.8倍
●タール3.4倍
●一酸化炭素4.7倍

副流煙は主流煙よりも

梅干し1個2.2g

ちくわ1本　0.6g

たくあん3切 1.3ｇ

ハム1枚　0.4g

味噌汁　1.8ｇ

干物(あじ)1.4g

おひたし1.2g

唐揚げ1.8ｇ

肉じゃが2.4g

納豆0.6g

野菜350ｇ
の目安

② 塩分をひかえましょう
　塩分のとりすぎは、胃がん・高血圧のリスクを高め、慢性腎臓病の原因となります。「日本人の食事摂取基準
2020年版」では１日の塩分相当量の目標値は男性7.5ｇ未満、女性6.5ｇ未満です。目標値を知って、減塩に取り
組みましょう。

○健康寿命の延伸を図ります。
○生活習慣病の発病予防と重症化予防を実施します。
○健康を支え、守るための社会環境を整えます。

基本目標

広報たき 2020.5 Vol.173



27 広報たき 令和 2 年 5 月号（Vol.173）

The Messages from Library

からのメッセージからのメッセージ図書館図書館

●材料
アスパラガス
鶏ささみ
酒
しょうゆ
みりん
砂糖
水
すりごま

●作り方
① アスパラガスは根元の固い部分を切り落とし、熱湯でゆで
て斜めに切る。
② 鶏ささみは耐熱皿に入れて酒をふり、
ラップをかける。電子レンジで火が通るま
で6分ほど加熱する。冷めたらほぐしてお
く。
③ ボウルにAの調味料を入れてよく混
ぜ、①のアスパラガスと②のささみを加え
て和える。

250g
3本

大さじ2
大さじ1・1/2

大さじ1
小さじ1
大さじ1
大さじ3

A

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
は
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
と
い

う
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
の
成
分
が
含
ま
れ
て
お

り
、新
陳
代
謝
を
活
発
に
し
、疲
労
を
和
ら

げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

今回はアスパラガスを使ったメニューです。　日光を当てて育てたものは緑色に、土をかぶせて遮光
すると白いアスパラガスが育ちます。

アスパラガスとささみのごま和え（4人分） No.138No.138
多気町

食育推進会議
食育コーナー

勢和図書館勢和図書館・・多気図書館多気図書館

勢和図書館勢和図書館

多気図書館多気図書館

｜新｜任｜職｜員｜紹｜介｜ どうぞよろしくお願いいたします。

勢和図書館のキャラクターたちを紹介いたします！

若宮　碧 中川　知子 濱村　千穂

勢
和
図
書
館

多
気
図
書
館

わかみや　 あおい なかがわ ともこ はまむら ちほ

3
月
に
い
ろ
ん
な
方
か
ら
お
花
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

桜
は
ま
だ
少
し
し
か
咲
い
て
い
な
い
時
で
し
た
が
、

勢
和
図
書
館
内
は
一
足
早
い
小
さ
な
春
が

や
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

まじょこちゃん
　勢和図書館開館当初から
のキャラクター。いつも図
書館に来てくださる、みな
さんのことを見守ってくれ
ています。

まめっちょファミリー
　松阪市大石町出身の絵本作家、コマヤス
カンさんが、勢和図書館の
「おまめさんかなぁ」プロジェクトの
ために描いてくれたキャラクター。
　大豆を植えるところから味噌作りなどの加工までを
行うプロジェクト。毎回ブックトークやアニマシオン
をコラボ。

まじょこちゃん
まめっちょ
ファミリー

多気郷土資料館とのコラボ展示のご案内！
日本の伝統模様をあしらった着物や工芸品などの郷土資料館の企画展示に合わせて

図書館ではその関連本の展示を行います。ぜひこの機会にお越しください！

嬉し
かった
こと

広報たき 2020.2 Vol.170

ほけんし通信家族み
んなの

「健康
生活」

を応援
します

!
家族み

んなの

「健康
生活」

を応援
します

!

問い合わせ　　健康福祉課　健康増進係　☎（38）1114

　平成27年～31年の多気町健康増進計画（第2次）は、「血液さらさらプロジェクト」として①野菜を食べ
ましょう。②10分多く体を動かしましょう。③受動喫煙に気をつけましょう。に取り組んできました。平成31
年に実施した「健康と地域福祉に関するアンケート結果」や懇談会・策定員会をへて、第3次計画の重点的
な取り組みをつぎのように決めました。

① 野菜を食べましょう
　野菜に多く含まれるカリウムは余計なナトリウム（食塩）を体外に排出するのを助けて、高血圧の予防になりま
す。野菜は、低脂肪、低エネルギーでありながら食物繊維が多く含まれています。食物繊維は、食後の血糖値の
上昇を抑える効果があります。成人は野菜を１日350gとりましょう。

緑黄色野菜　は、刻んで両手に1杯もしくは
加熱料理後、小鉢に2皿
淡色野菜　は、刻んで両手に2杯もしくは
加熱料理後、小鉢に3皿

⑤ 健（検）診を受診しましょう
　特定健診やがん検診を定期的に受けましょう。

④ 受動喫煙に気をつけましょう
　たばこの煙には4,000種類の化学物質が含まれており、そのうち200種類には有害性があり、64種類の発が
ん物質を含んでいることが知られています。受動喫
煙によりタバコを吸わない人がこれらの有害物質に
さらされていることに大きな問題があります。
WHO（世界保健機構）では、5月31日を世界禁煙
デーに定めています。日本は、この日を含む７日間

（5月31日～6月6日）を禁煙週間としています。特
に子どもや妊婦をタバコの煙から守りましょう。

③ 10分多く体を動かしましょう
　運動は、スポーツなどの「運動」と暮らしの中で身体を動かす「身体活動」に分けられます。18歳～64歳は１日
60分、65歳以上は１日40分以上を目標に、今より１日あたり10分多く体を動かしましょう。

多気町健康増進計画（第3次）　「みんなで元気健康プロジェクト」　がスタートします。

喫煙者が
吸い込む煙

【主流煙】

たばこの先から出る煙
多数の発がん性のある
化学物質が含まれる

【副流煙】

●ニコチン2.8倍
●タール3.4倍
●一酸化炭素4.7倍

副流煙は主流煙よりも

梅干し1個2.2g

ちくわ1本　0.6g

たくあん3切 1.3ｇ

ハム1枚　0.4g

味噌汁　1.8ｇ

干物(あじ)1.4g

おひたし1.2g

唐揚げ1.8ｇ

肉じゃが2.4g

納豆0.6g

野菜350ｇ
の目安

② 塩分をひかえましょう
　塩分のとりすぎは、胃がん・高血圧のリスクを高め、慢性腎臓病の原因となります。「日本人の食事摂取基準
2020年版」では１日の塩分相当量の目標値は男性7.5ｇ未満、女性6.5ｇ未満です。目標値を知って、減塩に取り
組みましょう。

○健康寿命の延伸を図ります。
○生活習慣病の発病予防と重症化予防を実施します。
○健康を支え、守るための社会環境を整えます。

基本目標
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※水曜日が祝日・休日の場合は翌日に開きます。※水曜日が祝日・休日の場合は翌日に開きます。

◆◆◆ 夜間窓口（毎週水曜日）◆◆◆

◆◆◆ 行政・心配ごと相談（毎月10日）◆◆◆

多
気
町
予
定
表

5月10日～6月9日
◆◆◆ 納 税 等 振 替 日 ◆◆◆

多気図書館
勢和図書館

◉ 図 書 館

■休館日 5月/12・19・26・29  6月/2・9 14(木)
15(金)
20(水)
21(木)
27(水)
3(水)
9(火)

9:00～16:00
10:00～12:00
10:00～12:00
9:00～16:00
10:30～11:30
10:00～12:00
10:00～12:00

子育てカウンセリング※

Ｂａｂｙ’ｓ
すこやか広場 お誕生会
子育てカウンセリング※

あそびの広場
すこやか広場
すこやか広場

たき児童館
のびのび
のびのび
たき児童館
のびのび
おひさま
のびのび

5
月

6
月

※要予約◉ 子育て支援センター
日 時　間 内　容 場　所月

5
月

■休館日 5月/11・18・25・29  6月/1・8

1.6歳児健診 天啓の里19（火）12：45～13：15

◉ 保健
日 時　間 内　容 場　所月 備　考

5
月

13:30～16:30

13:30～16:30

多気町役場

多気町役場

要予約

要予約

健康福祉課
（38）1114
健康福祉課

（38）1114

14（木）

28（木）

◉ こころの相談（精神保健福祉士）
日 時　間 予約先 場　所 備考月

5
月
6
月

13:30～16:30

13:30～16:30

町民文化会館 要予約健康福祉課
（38）1114

町民文化会館 要予約健康福祉課
（38）1114

15（金）

5（金）

日 時　間 予約先 場　所 備考月
◉ こころの相談（臨床心理士）

固定資産税、国民健康保険料、介護保険料、住宅資金・償還金、保育料・保育副食費、上・下水道料、浄化槽使用料、
農業集落排水使用料 口座振替日／6月1日（月）

5月13日（水）・20日（水）・27日（水）、6月3日（水）／20時まで
◆証明書発行（住民票、印鑑登録証明書、戸籍関係、税務関係）　　◆印鑑登録

多気町役場本庁

令和２年４月９日(木)～６月14日(日)

5月11日（月） 午前9時～12時まで　天啓の里（四疋田）※受付は午前11時まで
※尚、新型コロナウィルスの感染拡大防止のため、当面の間予約制としますので、前日までに社会福祉協議会まで連絡をお願いします。

　☎（38）8090　 

（受付） H30.9.1～H30.10.31
生まれのお子さん

※要予約

10:00～16:00 たばこ健康相談※5
月 多気町役場

◉ 健康づくり
日 時　間 内　容 場　所月

22（金）

5
月 13:30～15:30 松阪庁舎 要予約松阪保健所

（50）053215（金）

◉ こころの相談（医師）
日 時　間 予約先 場　所 備考月

行事・催し物
その他

行事・催し物
その他

◎多気郷土資料館企画展　
　企画展「柄・紋 アレコレーそのデザインと心ー」

　4月10日（金）立岡山（タチコヤマ）古墳群
（相可台）でイロハモミジ20本を大西友広さん
（車川）が種から育て、５年間管理されたイロハ
モミジの苗木２０本を寄贈していただき植樹し
ました。

　みえ森と緑
の県民税市町
交付金を活用
し、保育園、児
童館、小中学
校に県産木材
を使ったおむ
つ交換台、園

児用ロッカー、書架等を導入し、木の温かみに親
しむ環境をつくりました。

寄 贈

木のぬくもり

マ
ス
ク

う
が
い

手
洗
い

※4月22日時点の情報のため、新型コロナ
ウイルス感染症の今後の拡大状況により、
中止または延期となる場合があります。
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※水曜日が祝日・休日の場合は翌日に開きます。※水曜日が祝日・休日の場合は翌日に開きます。

◆◆◆ 夜間窓口（毎週水曜日）◆◆◆

◆◆◆ 行政・心配ごと相談（毎月10日）◆◆◆

多
気
町
予
定
表

5月10日～6月9日
◆◆◆ 納 税 等 振 替 日 ◆◆◆

多気図書館
勢和図書館

◉ 図 書 館

■休館日 5月/12・19・26・29  6月/2・9 14(木)
15(金)
20(水)
21(木)
27(水)
3(水)
9(火)

9:00～16:00
10:00～12:00
10:00～12:00
9:00～16:00
10:30～11:30
10:00～12:00
10:00～12:00

子育てカウンセリング※

Ｂａｂｙ’ｓ
すこやか広場 お誕生会
子育てカウンセリング※

あそびの広場
すこやか広場
すこやか広場

たき児童館
のびのび
のびのび
たき児童館
のびのび
おひさま
のびのび

5
月

6
月

※要予約◉ 子育て支援センター
日 時　間 内　容 場　所月

5
月

■休館日 5月/11・18・25・29  6月/1・8

1.6歳児健診 天啓の里19（火）12：45～13：15

◉ 保健
日 時　間 内　容 場　所月 備　考

5
月

13:30～16:30

13:30～16:30

多気町役場

多気町役場

要予約

要予約

健康福祉課
（38）1114
健康福祉課

（38）1114

14（木）

28（木）

◉ こころの相談（精神保健福祉士）
日 時　間 予約先 場　所 備考月

5
月
6
月

13:30～16:30

13:30～16:30

町民文化会館 要予約健康福祉課
（38）1114

町民文化会館 要予約健康福祉課
（38）1114

15（金）

5（金）

日 時　間 予約先 場　所 備考月
◉ こころの相談（臨床心理士）

固定資産税、国民健康保険料、介護保険料、住宅資金・償還金、保育料・保育副食費、上・下水道料、浄化槽使用料、
農業集落排水使用料 口座振替日／6月1日（月）

5月13日（水）・20日（水）・27日（水）、6月3日（水）／20時まで
◆証明書発行（住民票、印鑑登録証明書、戸籍関係、税務関係）　　◆印鑑登録

多気町役場本庁

令和２年４月９日(木)～６月14日(日)

5月11日（月） 午前9時～12時まで　天啓の里（四疋田）※受付は午前11時まで
※尚、新型コロナウィルスの感染拡大防止のため、当面の間予約制としますので、前日までに社会福祉協議会まで連絡をお願いします。

　☎（38）8090　 

（受付） H30.9.1～H30.10.31
生まれのお子さん

※要予約

10:00～16:00 たばこ健康相談※5
月 多気町役場

◉ 健康づくり
日 時　間 内　容 場　所月

22（金）

5
月 13:30～15:30 松阪庁舎 要予約松阪保健所

（50）053215（金）

◉ こころの相談（医師）
日 時　間 予約先 場　所 備考月

行事・催し物
その他

行事・催し物
その他

◎多気郷土資料館企画展　
　企画展「柄・紋 アレコレーそのデザインと心ー」

　4月10日（金）立岡山（タチコヤマ）古墳群
（相可台）でイロハモミジ20本を大西友広さん
（車川）が種から育て、５年間管理されたイロハ
モミジの苗木２０本を寄贈していただき植樹し
ました。

　みえ森と緑
の県民税市町
交付金を活用
し、保育園、児
童館、小中学
校に県産木材
を使ったおむ
つ交換台、園

児用ロッカー、書架等を導入し、木の温かみに親
しむ環境をつくりました。
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木のぬくもり

マ
ス
ク

う
が
い

手
洗
い

※4月22日時点の情報のため、新型コロナ
ウイルス感染症の今後の拡大状況により、
中止または延期となる場合があります。
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や
み

お
く
や
み

【
令
和
２
年
3
月
1
日
〜
31
日
受
付
分
】

戸
籍
届
出
時
に
掲
載
依
頼
を
さ
れ
た
方
で
す
。

ま ご の み せ

ま
ふ

い
つ
子

敬
夫

正
巳

中
西

　ま
ふ

川
合

　い
つ
子

堀
内

　敬
夫

太
田

　み
よ

2・3・4

2・3・18

2・3・20

2・3・27

92879193

土
羽

西
山

相
可

弟
国

2・2・28

2・3・3

2・3・4

2・3・16

2・3・23

相
可
台

相
可
台

野
中

相
可
台

相
可
台

大
喜
多 

柊
弥

小
林 

燈
和

神
内 

秀
音

西
村 

美
心

小
岸 

咲
菜

お
お 

き  

た    

し
ゅ
う
や

 

こ  

ば
や
し   

ひ 

よ
り

 

こ  

う
ち   

し
ゅ
う
と

に
し
む
ら   

み   

こ

 

こ 

ぎ
し   

さ  

な

雄
貴

航健
介

光
平

一
行

1
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

1
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

都
道
府
県

寄
付
者
ご
芳
名

4
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

4
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

都
道
府
県

寄
付
者
ご
芳
名

7
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

7
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

都
道
府
県

寄
付
者
ご
芳
名

1
2
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

1
2
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

橋
原
　朋
央

田
畑
　和
平

坂
井
　義
栄

中
山
　繁

南
部
　泰
孝

菅
野
　典
子

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

東
京
都

神
奈
川
県

新
潟
県

愛
知
県

大
阪
府

兵
庫
県

2
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

2
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

都
道
府
県

寄
付
者
ご
芳
名

木
川
　雅
之

野
村
　幸
男

長
谷
川
　徹

奥
野
　量
巳

西
垣
　一
成

根
本
　雄
弘

秋
葉
　茅
麦

阿
南
　哲
也

澤
入
　健
太

平
野
　志
津

廣
岡
　孝

岩
手
県

茨
城
県

群
馬
県

東
京
都

東
京
都

東
京
都

東
京
都

東
京
都

静
岡
県

静
岡
県

愛
知
県

 

様

 

様

 

様

 

様

 

様

2
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

2
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

都
道
府
県

寄
付
者
ご
芳
名

鈴
木
　浩
二

中
本
　一
夫

阿
部
　雅
弘

濱
田
　幸
一

大
久
保
　篤

愛
知
県

兵
庫
県

愛
媛
県

高
知
県

宮
崎
県

3
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

3
0
，0
0
0
円
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

都
道
府
県

寄
付
者
ご
芳
名

濱
本
　成
久 

様

京
都
府

北
岡
　真
也 

様

東
京
都

下
田
　享
宏 

様

愛
知
県

内
藤
　修
之 

様

愛
知
県

都
道
府
県

寄
付
者
ご
芳
名

○
多
気
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
も
と
づ
き
、寄
附
金
を
い
た
だ
い
た
方
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
学
校
が
休
校
に

な
っ
て
い
ま
す
。学
校
再
開
が
い
つ
に
な
る
の
か
周
り

の
状
況
次
第
で
す
が
、私
た
ち
職
員
は
生
徒
が
登
校

し
た
ら
す
ぐ
調
理
で
き
る
よ
う
に
教
室
の
整
備
を
し

て
い
ま
す
。言
っ
て
み
れ
ば
季
節
外
れ
の
大
掃
除
。年

末
大
掃
除
の
時
期
に
お
せ
ち
料
理
実
習
で
大
忙
し
の

私
達
は
普
段
か
ら
掃
除
を
徹
底
し
て
い
る
の
で
す

が
、よ
く
見
る
と
気
に
な
る
所
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
。

　
９
年
前
に
改
装
し
て
以
来
た
く
さ
ん
の
生
徒
達
と

の
学
び
の
日
々
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
の
調
理

室
に
、感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
作
業
し
て
い
る
と
、

調
理
の
世
界
に
入
り
、額
に
汗
し
て
掃
除
に
明
け
暮

れ
て
い
た
自
分
の
若
か
り
し
日
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
新
た
に
調
理
の
世
界
の
門
を
く
ぐ
っ
た
新
入
生
達

は
、登
校
後
た
っ
た
２
日
間
で
休
校
指
示
。包
丁
研
ぎ

ど
こ
ろ
か
、白
衣
も
着
て
い
な
い
料
理
人
の
卵
達
を
見

る
に
見
か
ね
て
、先
輩
た
ち
が
さ
さ
や
か
で
す
が
白
衣

授
与
式
を
祝
い
ま
し
た
。新
一
年
生
の
喜
び
の
顔
は

ま
ぶ
し
く
っ
て
、ほ
っ
と
す
る
場
面
で
し
た
。

　
２
、３
年
生
は
包
丁
を
家
に
持
ち
帰
り
、家
の
お
手

伝
い
し
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。腕
が
鈍
っ

て
い
な
い
か
、学
校
で

学
べ
な
い
時
間
に
ど

ん
な
時
を
過
ご
し
た

か
、ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い

た
ス
テ
ン
レ
ス
台
も
、

も
ち
ろ
ん
私
も
、学

び
の
時
間
を
待
っ
て

い
ま
す
。

寄
附
金

寄
附
物
品

● ● ● （
農
）丹
生
営
農
組
合 

様

● 

片
倉
　
修
三 

様

玄
米 

２
５
０
ｋｇ

衣
類

玄
米 

２
５
０
ｋｇ

衣
類

● ● 

匿
名 

様

1
0
０
，０
０
０
円

1
0
０
，０
０
０
円

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方

学びの始まりを待つ

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

善
意

寄
附
金
等
は
、高
齢
者
福
祉
、障
が
い
者
福
祉
、児

童
福
祉
事
業
等
、地
域
福
祉
活
動
に
役
立
て
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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〒519-2181 三重県多気郡多気町相可1600　☎0598（38）1124  FAX.0598（38）1140
●この印刷物は環境にやさしい再生紙とエコインクを使用しています。

■編集・発行　多気町役場 企画調整課
〒519-2181 三重県多気郡多気町相可1600　☎0598（38）1124  FAX.0598（38）1140
●この印刷物は環境にやさしい再生紙とエコインクを使用しています。

■編集・発行　多気町役場 企画調整課 見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

3歳までのお子さんを誕生月に
紹介します。前月の10日
までにお知らせください。

企画調整課☎ （38）1124
※メールでの応募も可能です！
　詳しくはホームページをご覧
　ください。

 うえむら りんたろう

上村　凜太郎 くん（3つ）
「お調子者でみんなを笑わせて
　　くれるりんくんが大好きやよ♡
　　　　　　お誕生日おめでとう！！」

そのい ゆうた

薗井　悠太 くん（3つ）
もりもと ゆうすけ

森本　悠佑 くん（2つ）
「２歳のお誕生日おめでとう!
　　　　元気いっぱい遊んで
　　　　　　　　大きくなってね♡」

こはる やまと

田牧　香春 ちゃん 大和 くん
「２人の笑顔がいつも
　みんなを笑顔にしてくれる‼
　　　　　　ありがとう。」

たかはし はると

髙橋　陽翔 くん（3つ）
「3歳おめでとう♡
　　これからもはるちゃんらしく
　　　　　　　大きくなってね♡」

いしむら りこ

石村　莉子 ちゃん（１つ）
「１歳のお誕生日おめでとう！
　　いつも可愛い莉子ちゃん♪
　　　　お兄ちゃんと仲良くね♡」

◆人口
　・男…6,979(－14)人 ・人口…14,491(－11)人
　・女…7,512(+3)人 ・世帯数…5,736(＋11)世帯

◆3月中の異動
　・出生…6人 ・転入…75人
　・死亡…9人 ・転出…83人

まちの動き
（外国人含む）
4月1日現在

玉ねぎとメルヘン
祖母「バーバの玉ねぎをお猿さんが食べていったわ。」

すると即座に
孫　  「お猿さんはお腹に赤ちゃんがいるの。栄養がいっぱいい

るから玉ねぎを食べたの。玉ねぎは栄養がいっぱいやから。」
祖母「ふーん。美味しかったかな。」
孫　  「うん」
と落ち着いた孫はメルヘンの世界。

多気町青少年育成町民会議より

「誕生日おめでとう！どんどん動きが
　活発になってきたね　 これからも
元気にたくさん遊んで、大きくなろう♪」

（3つ）

たまき

片 野

波多瀬相 可

相可台 四神田

朝 長

仁田７０６-７     ☎３７－２５６６
http://www.mizuhonosato.or.jp

介護サービスを使いたい、認知症の予防や進行予防に
ついて相談したい、家族の介護に疲れたなど、お気軽に
ご相談ください。

介護・リハビリの事は当施設へ！！

当施設キャラクター
「みずほ君」 入所サービス・短期入所療養介護・通所リハビリテーション・訪問リハビリテーション・居宅介護支援事業所
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